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Ⅰ 令和７年度事業実績概要 

 

近年，少子高齢化の急速な進行や単身世帯の増加等により，地域における人とのつながりが希

薄化し，また，国際情勢等を背景とした物価高騰の影響も受け，生きづらさや孤独・孤立を感じ

る人，生活に困窮する人が増加するなど，地域福祉をめぐる課題は，ますます複雑・多様化，深

刻化しており，これらの課題に対し，社会福祉法で位置づけられた唯一の地域福祉の推進主体で

ある社会福祉協議会には，多様な活動主体と連携・協働しながら，一体的且つ効果的な福祉増進

の取組を行うことが求められているところです。 

 

このような状況の中，鹿屋市社会福祉協議会（以下「本会」という。）では， 令和７年度から

鹿屋市より「生活支援体制整備事業」を新規に受託するとともに，既に実施していた「重層的支

援体制整備事業」の取組と併せて，個別支援と地域づくりを一体的に展開できるよう，民生委員・児

童委員協議会の地区割ごとに職員配置を行い，住民一人ひとりのニーズ把握や相談支援を併せた地域へ

の働きかけを行い，住民の福祉活動やボランティア活動等による地域住民の生活の質の向上や地域関係

者の連携・協働による地域活性化を促進するとともに，きめ細かな地域福祉活動の推進を目的とした下

記の「活動重点項目」を中心に，様々な法人活動に取り組みました。 

 

また，令和７年度からは，総務課在宅福祉サービス室を再編して，生活支援課を新設し，高齢

者等の権利擁護支援を担う権利擁護推進センター活動の着実な実施や本会が行っている介護サ

ービス等事業の安定的運営に向けた業務の効率化などを行うとともに，地域福祉の推進を使命と

する本会の安定的で持続可能な経営の指針とするため，第１次中期経営計画（旧発展・強化計画）

を策定するなど，組織・事業・財務等の基盤強化にも取り組んだところです。 
 

【 活 動 重 点 項 目 】 

事業部門(担当課） 内  容 

１ 法人運営部門 

 （総務課） 

(１) 組織・事業・財務等の基盤強化に係る指針の策定 

   ・中期経営計画の策定（令和８年度から３ヵ年計画） 

(２) 広報の推進と強化 

   ・社協活動ＰＲ動画等の作成，活用による社協活動周知 

２ 地域福祉推進部門 

 （地域福祉課） 

(１) 個別支援と地域づくりの一体的な地域福祉活動の推進 

   ・重層的支援体制整備事業と生活支援体制整備事業の 

    一体的な取り組みによる地域共生社会の推進 

(２) 子育て支援の充実 

   ・ファミリーサポートセンターの機能増強と利用促進 

３ 生活支援部門 

 （生活支援課） 

(１) 権利擁護推進センターの機能強化 

・成年後見制度等に係る中核機関機能の充実 

(２) 障がい者基幹相談支援センター運営の強化 

・障がい者の地域生活支援拠点等の機能充実 

(３) 介護サービス等事業の安定的経営 

   ・介護保険事業と障害者福祉サービス事業の経営効率化 
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Ⅱ 事 業 実 績 

 

第１章 法人運営（総務課所管事業） 

 

１ 本所法人運営事業の実施  

（１）理事会や評議員会等の開催 

① 理事会の開催（４回） 

開催日 出席者数 審 議 事 項 等 

第１回 

６月４日(水) 

理事 10人 

監事 ２人 

計 12人 

【議 案】(８件) 

・令和６年度事業報告及び会計決算の承認 

・定款の一部改正の承認 

・理事・監事・評議員選任規程の一部改正の承認 

・次期理事候補者の推薦の承認 

・次期監事候補者の推薦の承認 

・次期評議員候補者の推薦の承認 

・評議員選任・解任委員会の招集の承認 

・令和７年度定時評議員会の招集の承認 

 

【報 告】（１件） 

・災害ボランティアセンターの設置・運営等に関す 

る協定の締結 

  
第２回 

６月 20日(金) 

理事 10人 

監事 ２人 

計 12人 

【議 案】(２件) 

・会長，副会長の選定の承認 

・第三者委員の選考の承認 

 

第３回 

12月 12日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事 10人 

監事 ２人 

 計 12人 

 

 

 

 

 

【議 案】(６件) 

・令和７年度会計補正予算（第２号）の承認 

・居宅介護等事業，居宅介護支援事業及び訪問入浴 

介護事業に従事する嘱託職員の就業等に関する規 

程の一部改正の承認 

・居宅介護等事業，居宅介護支援事業及び訪問入浴 

介護事業に従事する非常勤職員の就業等に関する 

規程の一部改正の承認 

・令和７年度第２回評議員選任・解任委員会の招集 

の承認 

・評議員候補者の推薦の承認 

・令和７年度第２回評議員会の招集の承認 
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開催日 出席者数 審 議 事 項 等 

（第３回理事会） 【報 告】（５件） 

・会長の職務執行状況報告（令和７年２月～令和７年 11 月） 

 ※第１号専決補正予算報告を含む 

・第１次中期経営計画の策定方針 

・鹿屋市子育て世帯訪問支援事業の新規受託 

・令和７年８月鹿児島豪雨災害に伴う霧島市及び姶 

良市災害ボランティアセンターの運営支援報告 

・令和７年度財政援助団体等監査の監査結果 

 

第４回 

 ３月 18日(水) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理事 ９人 

監事 ２人 

計 11人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【議 案】(11件) 

・令和７年度会計補正予算（第３号）の承認 

・事務局規程の一部改正の承認 

・経理規程の一部改正の承認 

・職員就業規則の一部改正の承認 

・嘱託職員の就業等に関する規程の一部改正の承認 

・非常勤職員の就業等に関する規程の一部改正の承

認 

・居宅介護等事業，居宅介護支援事業及び訪問入浴

介護事業に従事する嘱託職員の就業等に関する規

程の一部改正の承認 

・居宅介護等事業，居宅介護支援事業及び訪問入浴

介護事業に従事する非常勤職員の就業等に関する

規程の一部改正の承認 

・第１次中期経営計画の策定の承認 

・令和８年度事業計画及び会計予算の承認 

・令和７年度第３回評議員会の招集の承認 

  
 

② 評議員会の開催（３回） 

開催日 出席者数 審 議 事 項 等 

第１回 

（定時評議員会） 
６月 20日(金) 

評議員 18人 

監 事 １人 

計 19人 

 

【議 案】(５件) 

・令和６年度事業報告及び会計決算の承認 

・定款の一部改正の承認 

・理事・監事・評議員選任規程の一部改正の承認 

・次期理事の選任の承認 

・次期監事の選任の承認 

  
第２回 

12月 19日(金) 

評議員 15人 

 

【議 案】(１件) 

・令和７年度会計補正予算（第２号）の承認 
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開催日 出席者数 審 議 事 項 等 

（第２回評議員会）  【報 告】（４件） 

・令和７年度会計補正予算（第１号）の専決処分 

・第１次中期経営計画の策定方針 

・鹿屋市子育て世帯訪問支援事業の新規受託 

・令和７年８月鹿児島豪雨災害に伴う霧島市及び姶 

良市災害ボランティアセンターの運営支援報告 

 

第３回 

３月 25日(水) 

評議員 15人 【議 案】(２件) 

・令和７年度会計補正予算（第３号）の承認 

・令和８年度事業計画及び会計予算の承認 

 

【報 告】（１件） 

・第１次中期経営計画の策定 

  
 

③ 正副会長会の開催（３回） 

開催日 出席者数 審 議 事 項 

第１回 ５月 27日(火) ３人 第１回理事会及び定時評議員会上程議案の承認 

第２回 12月 ３日(水) ３人 第３回理事会及び第２回評議員会上程議案の承認 

第３回 ３月 10日(火) ３人 第４回理事会及び第３回評議員会上程議案の承認 

 

④  評議員選任・解任委員会の開催（２回） 

開催日 出席者数 審  議 事 項 

第１回 ６月 ５日(木) ５人 評議員の選任の承認(20人)※任期満了に伴う選任 

第２回 12月 16日(火) ４人 評議員の選任の承認(１人)※１名欠員による選任 

 

（２）監事監査の実施（１回） 

開催日 出席者数 監 査 事 項  

５月 20日(火) ３人 令和６年度業務執行の状況及び会計収支決算等 

 

（３）役員等一斉改選の実施 

区 分 改選事由 改選人数 任期 

理 事 任期満了 11人 自：令和７年６月 20日 

至：令和９年度の定時評議員会終結の時 監 事 任期満了 ２人 

評議員 任期満了 20人 
自：令和７年６月 20日 

至：令和 11年度の定時評議員会終結の時 
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（４）第１次中期経営計画の策定 

  

 

 

  

 

 

 

  

① 策定委員会や作業部会の開催 

項目 人数 具体的な役割 開催日 

策定委員会 10人 

・計画方針の決定 

・作業部会から提案の 

あった内容に関する 

協議 

第１回 11 月 27 日(木) 

第２回 12月 ５日(金) 

第３回 １月 15 日(木) 

第４回 １月 29 日(木) 

作 業 部 会 ５人 

・計画原案の取りまとめ 

・策定委員会へ提案する 

 内容に関する協議 

第１回 11月 21日(金) 

第２回 12月 ８日(月) 

第３回 12月 22日(月) 

第４回 １月 ９日(金) 

第５回 １月 22 日(木) 

 

② 計画策定の承認と報告 

項目 開催日 出席者数 内 容 

第４回理事会 ３月 18日(水) 11人 
・計画策定について議案上程し，決

議の結果，原案のとおり承認 

第３回評議員会 ３月 25日(水) 15人 ・計画策定の報告 

 

（５）定款及び規則，規程の一部改正 

区分 名称 

定 款  

規 則 職員就業規則 

規 程 

理事・監事・評議員選任規程 

事務局規程 

経理規程 

嘱託職員の就業等に関する規程 

非常勤職員の就業等に関する規程 

居宅介護等事業，居宅介護支援事業及び訪問入浴介護事業に従事する 

嘱託職員の就業等に関する規程 

居宅介護等事業，居宅介護支援事業及び訪問入浴介護事業に従事する 

非常勤職員の就業等に関する規程 

 

 

地域福祉を推進する中核的な団体として，本会の使命，経営

理念，基本方針等を明確にするとともに，持続的且つ安定的な

経営を図るための組織経営・事業展開・財務等に関する具体的

な取組を明示した『第１次中期経営計画（計画期間：令和８年

度～令和 10年度）』を令和８年３月に策定した。 

なお，計画策定にあたっては，本会職員で構成する策定委員

会や作業部会を設置して作業を行った。 【中期経営計画】 

計画の詳細 
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（６）事務事業検証作業の実施 

事務事業検証作業を実施し，当会各課が所管する，特に見直しが必要な 16事業の課題とその 

具体的な改善策等について，職員間で協議検討を行い，事務事業の見直しと改善に努めた。 

 【実施期間：９月 25日～10月 10日】[16事業－22項目] 

課名 各課所管事業名 協議検討項目数 

総務課 
法人運営事業 ４項目 

福祉プラザ管理運営事業 １項目 

地域福祉課 

 

重層的支援体制整備事業（アウトリーチ等を通じた継続的支援事業） ２項目 

高齢者元気度アップ・ポイント事業等 １項目 

高齢者地域支え合いグループポイント事業 １項目 

高齢者サロン等加入促進事業 １項目 

ファミリー・サポート・センター事業 １項目 

障害者社会参加促進事業 １項目 

ボランティアセンター事業 ２項目 

共同募金配分金事業 １項目 

生活支援課 

障がい者基幹相談支援センター事業 １項目 

重層的支援体制整備事業（権利擁護事業） ２項目 

社会福祉会館事業 １項目 

生活福祉資金貸付事業 １項目 

訪問介護事業 １項目 

訪問入浴介護事業 １項目 

 

（７）適正な経理・会計事務の執行と財務基盤の強化及び財政規律の確保 

① 適正な経理・会計事務の執行 

社会福祉法人会計基準や経理規程等に基づく適正な経理・会計事務等の執行に努めた。 

     ア 経理・会計処理等業務の指導，助言等の委託（風呂井会計事務所） 

     イ 適正な計算書類（資金収支計算書，事業活動計算書，貸借対照表）等の作成 

         ウ 固定資産等財産の適正管理（固定資産管理台帳等） 

         エ 組織的管理体制による不祥事の防止 

・内部監査の実施（11月 27日）や出納業務の確認機能の強化 

 

② 財務基盤の強化・財政規律の確保 

自主財源や公的財源の確保に努めるとともに，経費節減に係る職員意識の高揚に努めた。 

項目 説明 

自主財源 

会費，寄附金，共同募金配分金の安定的確保（広報誌に掲載等） 

・広告掲載事業の実施（社協だよりに広告を掲載：４回） 

・寄附金付き清涼飲料水自販機の設置（３台） 

・遺贈寄附に係る対応（１件） 

公的財源 ・補助金，受託金等の安定的確保（鹿屋市等との定期的な協議） 

経費節減 ・消耗品や備品等購入に係る複数の見積徴取の徹底 
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（８）広報活動の推進 

広く市民等に当会事業や活動の周知や理解を図るため，当会が有する様々な広報媒体を活用し 

て，広報の推進と強化に努めた。 

① 広報誌「社協だより」の発行 

号数 発行日 発行部数 備考 

第 68号  ５月 21日 41,000部 

町内会(全戸)，社会福祉施設等に配布 

(Ａ４,12頁,両面カラー印刷) 

第 69号  ７月 16日 41,000部 

第 70号 10月 15日 41,000部 

第 71号  １月 21日 41,000部 

 

② 社協ホームページの更新（随時） 

区分 実績件数 対前年度比 備考 

掲載件数 55件 △４件 イベント・講習会，職員採用情報等 

改正件数 7件 △３件 社協事業掲載事項の変更 

閲覧件数 44,144件 8,769件 ホームページの検索件数 

    

③  「社協公式ライン」や「インスタグラム」等のＳＮＳを活用した広報啓発（随時） 

区分 公式 LINE インスタグラム Facebook 

掲載件数 ７件 19件 ４件 

 

④ 社協ＰＲ動画の作成 

 

⑤ 社協活動を紹介するパネルの展示 

本所及び本所分室，各支所の施設内ロビー等に当会事業紹介パネルの展示（常設） 

 

（９）職員の労務管理，健康管理の実施 

  労働法令等に基づき，適切な職員の労務と健康の管理等を行った。  

実施項目 実施回数等 

① 勤怠管理システムによる労務管理の実施 随 時 

② 情報通信技術を活用したＷＥＢ会議等の実施 随 時 

③ 職員の心身における健康管理の実施 

ア 定期健康診断の実施 

イ 定期健康診断後の二次検診受診の勧奨 

ウ ストレスチェックの実施 

エ ストレスチェック後の面談の実施 

 

年１回（職員 79人） 

随 時（職員 48人） 

年１回（職員 79人） 

随 時（職員 ５人） 

 

（10）職員の人材育成の実施 

 新任職員や管理職職員のスキル向上や組織力の向上を図るため，階層別職員研修（外部研修） 

の実施による人材育成に努めた。 

項目 説明 

新任職員  

実施日 ５月 27日(火)～５月 28日(水) 

人 数 ６人（新規採用の正規職員） 

内 容 県社協主催の社会福祉施設等新任職員研修会に出席（オンライン） 

動画内容 
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項目 説明 

管理職員 

(第１回) 

実施日 10月６日(月)～10月７日(火) 

人 数 ３人（総務課長，地域福祉課長，生活支援課長） 

内 容 県社協主催の社会福祉施設監督職員研修会に出席（オンライン） 

管理職員 

(第２回) 

実施日 10月 17日(金) 

人 数 ２人（総務課長，生活支援課長） 

内 容 県社協主催福祉人材確保セミナーに出席（オンライン） 

 

（11）役職員に対する各種研修の実施 

   役職員を対象に，内部研修を実施するとともに外部機関・団体等が実施する研修会等に出席 

するなどし，役職員の資質と専門性の向上に努めた。 

区 分 内 容 実施回数 延べ出席者数 

① 役職員研修 
市町村社協経営セミナー，市町村社

協監事研修に参加（外部研修） 
 ２回  ４人 

② 全体職員研修 
著作権，ハラスメント，人権に関す

る研修を実施（内部研修） 
３回 95人 

③ 課内職員研修 
地域福祉課，生活支援課で課内研修

を実施（内部研修） 
23回 407人 

④ 新任職員研修 
新規採用正規職員及び嘱託職員研修

会を実施（内部研修） 
４回 42人 

⑤ その他 
県社協等外部機関及び団体等が主催

する研修会等に出席（外部研修） 
152回 562人 

 

（12）社協会員制度の周知と加入促進 

本会の運営基盤強化等を図るため，本会会員制度の周知及び加入促進並びに会費収納に努めた。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の種類 会費の金額 加入実績 会費実績 対前年度比 

一般会員 1世帯 300円 17,142世帯 4,972,830円 △170,030円 

団体会員 1口  3,000円 33団体[72口] 210,000円 △6,000円 

特別会員 1口 10,000円 49会員[53口] 450,000円 △80,000円 

合   計 5,632,830円 △256,030円 
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（13）社協表彰等の実施 

社会福祉の功労者や団体等に対して，感謝と敬意を表し，またその功績を称えるため，当会規 

程に基づき表彰等を行った。 

① 表彰状と記念品の贈呈（鹿屋市福祉まつり表彰式典） 

区分 被表彰団体，個人 表彰日 

団体  ９団体 

・まるごみ大隅実行委員会 

・株式会社 アンカー大隅事業所 

・いどばた会 

・株式会社 倉府食品 

・社会福祉法人 岳風会 

・社会福祉法人 恵仁会  

・社会福祉法人 永生会 

・社会福祉法人 以和貴会 

・オレンジの会 

10月４日(土) 

個人 １名 ・ボランティア個人 １名 

   

② 感謝状の贈呈 

区分 贈呈先 贈呈日 

団体 １団体 ・医療法人 寿音和クリニック (多額寄附) １月 19日(月) 

個人 ４名 
・多額寄附者       １名 (多額寄附) ６月 ５日(木) 

・多額寄附者         ３名 (多額寄附) １月 19日(月) 

 

（14）地域公益事業の実施 

 社会福祉法において，社会福祉法人の責務として明記されている「地域における公益的な取組」 

として，市民を対象に各種講座を開催し，市民の福祉向上や健康増進に努めた。 

 

項 目 説 明 

つぼと健康

講座 

【全３回】 

日 時 
10月８日(水)・10月 14日(火)・10月 21日(火) 

 13時 30分～15時 00分 

 

場 所 リナシティかのや 情報研修室 

延べ参加人数 178人(１回あたり平均 59人) 

講 師 泊 平八郎 氏(鹿児島鍼灸専門学校同窓会会長) 

シニア向け 

音楽療法 

講座 

【全３回】 

日 時 
９月 18日(木)・10月２日(木)・10月 28日(火) 

 14時 00分～15時 30分 

 

場 所 リナシティかのや リハーサル室 

延べ参加人数 87人(１回あたり平均 29人) 

講 師 坂中 慈子 氏(日本音楽療法学会認定音楽療法士)  

傾聴講座 

【全３回】 

日 時 
10月 14日(火)・10月 28日(火)・11月４日(火) 

 19時 00分～20時 30分 

 

場 所 リナシティかのや 情報研修室 

延べ参加人数 90人(１回あたり平均 30人) 

講 師 江並 智子 氏(かごしまメンタルキャリアパートナー代表理事) 
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項 目 説 明 

公証役場の

役割を知る

講座 

【全３回】 

日 時 
10月２日(木)・10月 15日(水)・10月 29日(水) 

 10時 00分～11時 30分 

 

場 所 リナシティかのや 情報研修室 

延べ参加人数 55人(１回あたり平均 18人) 

講 師 豊田 英一 氏(鹿屋公証役場公証人)  

楽しい遊び

でからだ 

元気講座 

【全３回】 

日 時 
11月６日(木)・11月 12日(水)・11月 19日(水) 

 10時 00分～11時 30分 

 

場 所 リナシティかのや フィットネスホール 

延べ参加人数 100人(１回あたり平均 33人) 

講 師 
中村 美智子 氏・鎌田 泰代 氏・齊野平 聡 氏 

(鹿児島県レクリエーション協会指導員) 

 

（15）専門職育成支援の実施 

社会福祉士や看護師を目指す学生に対し，高齢者サロン関係者等の協力のもと，適切な指導や 

実習の場を提供し，その育成を支援した。 

学校名 内 容 実施期間 

鹿屋市立 

鹿屋看護専門学校 

（１年生 30人）  

地域・在宅看護論現場実習 

(当会が実施する輝北やすらぎ

サロンや高齢者サロン等での

実習) 

[1班:7人] 6月 30日(月)・7月 1 日(火) 

[2班:8人] 7月 3 日(木)・7月 4 日(金) 

[3班:7人] 7月 7 日(月)・7月 8 日(火) 

[4班:8人] 7月 10日(木)・7月 11日(金) 

鹿児島国際大学福

祉社会学部社会学

科（３年生１名） 

社会福祉協議会の組織や役割，

地域福祉活動や介護保険，権利

擁護などの事業について，実際

に現場での実習を中心に実施

した 

８月４日(月)から９月５日(金)までの 25

日間（200時間） 

 

（16）鹿屋市民生委員児童委員協議会事務局業務の受託 

市民生委員児童委員協議会の事務局業務を受託し，同協議会の適正な運営等に努めた。 

業務内容 業務実績 

① 会務の運営 会計，庶務，表彰等 

② 会議等の開催 
総会(１回)，役員会(12回)，会長会(10回)，会長・副会長会(１回)，

地域交流会企画委員会(１回)，監事監査(１回) 

③ 研修の実施 
全体研修会(２回)，会長・副会長研修会(１回)，会計担当者研修会(１

回)，会長・主任児童委員との合同研修会(１回) 

 

（17）関係機関・団体等との連携・協調 

   当会の運営及び事業実施のため，関係機関・団体との連携・協調に努めた。（随時） 
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（18）指定管理者制度に基づく市施設の適正な管理運営と利用促進  

① 市民交流センター福祉プラザ管理運営事業の実施 

高齢者や障がい者をはじめ，すべての市民が健康でいきいきと自立した生活を営みなが 

ら, 社会参加活動を通じて，誰もが気軽に交流を深めることができる地域福祉活動の総合拠 

点施設としての福祉プラザの管理運営と利用促進等に努めた。 

 

ア 施設利用実績等 

項 目 説 明 

利 用 件 数 2,531件（対前年度比：281件の増） 

延べ利用者数 17,112人（対前年度比：456人の増） 

事故・苦情件数 
事故件数 0件（対前年度比：増減なし） 

苦情件数 0件（対前年度比：増減なし） 

 

イ 福祉プラザ利用団体の登録及び意向調査の実施 

   （ア）福祉プラザ利用登録団体の登録 

項 目 説 明 

登録団体数 
80団体（内，新規登録団体数：11団体） 

対前年度比：５団体の増 

   

（イ）福祉プラザ利用登録団体の登録継続・抹消に係る意向調査の実施 

項 目 説 明 

内 容 福祉プラザ利用登録団体の登録継続・抹消に係る意向調査 

方 法 令和８年１月 30日に登録団体へ調査票を郵送 

件数(調査) 84団体（令和８年１月 30日時点の登録団体数） 

結 果 
・福祉プラザ利用登録団体の登録継続を希望する  80 団体 

・福祉プラザ利用登録団体の登録抹消を希望する  ４ 団体 

 

（ウ）令和７年度 福祉プラザ利用登録団体連絡会の実施 

項 目 説 明 

日 時 令和８年３月３日（火）午後２時～ 

墓 所 リナシティかのや２F情報研修室 

参 加 者 19団体 19名 

 

ウ 福祉プラザ通信の発行及び配布 

項 目  説 明 

発 行 回 数 ４回（第 186号～第 189号） 

発 行 内 容 

・福祉プラザ施設利用案内 

・当会実施事業（心配ごと相談，イベント等の案内） 

・ボランティア関連行事 

発 行 部 数 毎月約 5,000部発行（町内会へ回覧，公共施設等へ配布） 
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２ 支所の活動実績 

（１）輝北支所 

① 輝北ふれあいセンター管理運営事業の実施 

社会福祉等の向上及び増進を図り，地域間の交流及び地域の活性化に資するための複合的 

な地域拠点施設としての輝北ふれあいセンターの管理運営と利用促進等に努めた。 

 

ア 延べ利用者数 17,669人（内訳は下記のとおり） 

区 分 年間利用者数(対前年度比) 区 分 年間利用者数(対前年度比) 

社 協 関 係 774人( 1,236人の減) 温泉公衆浴場 12,928人(  3,768人の減) 

福 祉 団 体 222人(    23人の増) やすらぎサロン 2,104人(    203人の減) 

福祉協力団体 252人(    ９人の減) その他（一般） 1,061人(    251人の増) 

市役所関係 358人(   134人の増) 合 計 17,699人(  4,808人の減) 

 

イ 温泉入浴サービス事業の実施（温泉公衆浴場利用実績）※（ ）は対前年度比 

項 目 説 明 

営 業 日 数 313日 

営 業 時 間 （4～9月）9：00～20：00，（10～3月）9：00～19：00 

利 用 実 績 

１回券 

大人 
男 5,203人 

女 5,400人 

子供 
男 66人 

女 308人 

１日券 

大人 
男 0人 

女 0人 

子供 
男 0人 

女 0人 

鹿屋市高齢者福祉 

共通券(新規導入) 

男  473人 

女     1,265人 

 乳幼児（無料） 
男 114人 

女 99人 

合  計 
12,928人 

(3,768人の減) 

１日平均利用者数 41人（13の減） 
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ウ 輝北ふれあいセンターだよりの発行（７月：輝北地域の自治会[166班]に回覧） 

 

エ 輝北ふれあいセンター運営協議会の開催 

項 目 説 明 

日   時 令和７年７月 24日（木）14：00～15：30 

場   所 輝北ふれあいセンター 会議室 

協 議 内 容 輝北ふれあいセンターの今後について 

出 席 者 数 ９名（委員６人・社協３人） 

    

オ 輝北福祉交流レクリエーションの開催 

項 目 説  明 

日   時 令和７年９月 30日(火) 9:00～16:00 

場   所 輝北ふれあいセンター 

内   容 輪投げ・スカットボール・ストライクボードを使ったレクリエーション 

参 加 者 数 100人 

 

カ 輝北福祉ふれあいフェスタの開催 

項 目 説 明 

日   時 令和８年２月 21日(土) 9:20～12:00 

場   所 輝北ふれあいセンター 

内   容 

第１部 基調講演「介護保険及び人生会議について」 

     講師 鹿屋市地域包括支援センター職員 

第２部 マジックショー 

     協力 鹿屋市マジック同好会 

第３部 輝北地区演芸大会 

参 加 者 数 230人 

 

キ その他 

      ・高齢者サロンや福祉関係団体等への施設利用促進（随時） 

      ・輝北ふれあいセンター多目的広場の利用促進（高齢者クラブ・GG協会）等（随時） 

 

② 生活支援・介護予防体制の充実 

ア やすらぎの里づくり支援事業の実施 

輝北ふれあいセンターを拠点に，高齢者等の健康・生きがいづくりや子育て支援など様々な 

取り組みや活動を展開することにより，日々，やすらぎを感じ，元気に，生きがいを見つけな 

がら地域で生活できるよう支援を行った。 

 

（ア）やすらぎサロン事業の実施 

      高齢者が身近な場所として集う輝北ふれあいセンターにおいて，介護予防及び認知症予 

防並びに人と人が支え合う地域づくりに取り組む「やすらぎサロン」を開催した。 
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項 目 説 明  

登 録 者 数 55人  

延べ利用者数 2,122人(1日平均 11人) 

実 施 日 数 190日 

そ の 他 月・水・木・金を４班に分け実施 

  

（イ）各種講座等の実施 

      地域住民，やすらぎサロン利用者を対象に，各種講座等を実施し，高齢者等の健康づくり 

や生きがいづくり等の推進に努めた。 

 

    【野菜・花づくり教室】 

項 目 説 明 

開 催 回 数 ２回 

日  時 
【第１回】令和７年 ６月 24日（火）10：00～11：30 

【第２回】令和７年 10月 ７日（火）10：00～11：30 

場  所 輝北ふれあいセンター（車庫他） 

内  容 

【第１回】（講師：ＪＡそお営農指導員 吉薗氏 ） 

・ペチュニア苗・インパチエンス苗の鉢植/季節野菜（ピーマン苗・キュ 

ウリ苗）のプランター栽培 

【第２回】（講師：ＪＡそお営農指導員 吉薗氏 ） 

・なでしこ・金魚草苗/季節野菜（玉レタス・ブロッコリー苗）のプラ 

ンター栽培 

受講者数 延べ 37人（第１回…19人，第２回…18人） 

 

【小中学校学習支援教室】 

項 目 説 明 

実 施 回 数 １回 

日  時 令和７年８月 19日（火）10：00～11：30  
場  所 輝北ふれあいセンター（車庫） 

内  容 
（講師：輝北支所職員） 

・町内小・中学校全校生徒を対象とした水鉄砲作り 

受 講 者 数 ２人 

 

【ふれあいレクリエーション（前期・後期）】 

項 目 説 明 

開 催 回 数 ８回 

日 時 ≪前 期≫ 

【第１回】令和７年７月 ２日(水)13：30～14：30 (やすらぎサロン４班) 

【第２回】令和７年７月 ９日(水)13：30～14：30 (やすらぎサロン 1班) 

【第３回】令和７年７月 10日(木)13：30～14：30 (やすらぎサロン 2班) 

【第４回】令和７年７月 31日(木)13：30～14：30 (やすらぎサロン 3班) 
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項 目 説 明 

≪後 期≫ 

【第１回】令和８年１月 ８日(木)13：30～14：30 (やすらぎサロン 3班) 

【第２回】令和８年１月 15日(木)13：30～14：30 (やすらぎサロン２班) 

【第３回】令和８年１月 19日(月)13：30～14：30 (やすらぎサロン４班) 

【第４回】令和８年１月 22日(木)13：30～14：30 (やすらぎサロン１班) 

場  所 輝北ふれあいセンター（機能訓練室／和室） 

内  容 介護予防体操レクリエーション 

講  師 鹿屋市レクリエーション協会 介護福祉士 松園 タミ子 氏 

受 講 者 数 延べ 95人(前期…48人,後期…47人) 

 

【骨折（フレイル）予防講座】 

項 目 説 明 

実施回数 ４回 

日 時 

【第１回】令和７年９月 ４日（木）13：50～14：50（やすらぎサロン 1班） 

【第２回】令和７年９月 ８日（月）13：50～14：50（やすらぎサロン 3班） 

【第３回】令和７年９月 17日（水）13：50～14：50（やすらぎサロン 2班） 

【第４回】令和７年９月 29日（月）13：50～14：50（やすらぎサロン 4班）  
場  所 輝北ふれあいセンター（和室） 

内  容 骨折（フレイル）予防講座 

講  師 鹿屋体育大学 理学療法士，鹿屋市健康増進課職員 

受講者数 延べ 47人（第１回…９人,第２回…13人,第３回…９人,第４回…16人） 

 

（ウ）買い物等支援の実施 

やすらぎサロンの利用者を対象に，輝北支所職員による生鮮食料品等の買い物場所や行政 

機関，金融機関等への無料の車両送迎を行う買い物支援や生活支援に取り組んだ。 

項 目 説 明 

延べ利用者数 597人 

利 用 状 況 
Ａマート（324人），ＪＡ輝北支店（88人），輝北総合支所（44人） 

郵便局（60人），その他（81人） 

運 行 回 数 176回 

 

イ 輝北地区乗合ワゴン事業の実施 

過疎高齢化が急速に進み，また公共交通網の脆弱化も重なる輝北地域に居住する方への日常生 

活の利便性向上を図るため，当会が所有するワゴン車を利用して，輝北町全域を運行エリアとする 

予約制の乗合ワゴン事業（自家用有償旅客運送）を実施し，地域福祉の向上に努めた。 

区 分 内 容 

①利用料金 
200円（大人片道 １回あたり） 

※70歳以上の方や小学生以下，障がい者手帳を持参の方などは半額 

②運 行 日 
毎週の月・水・金曜日 

※祝日と 12/29～１/３，降雪等悪天候と判断された場合は運休 
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区 分 内 容 

③運行便数 
１日５便 

（7:30～8:00，9:00～10:30，10:30～11:30，11:30～12:30，13:30～14:30） 

 

【運行等実績】 

登録者 稼働日数 便数 延べ利用人数 

124人 
年 間 143日 年 間 682便 年 間 1,612人 

月平均 12日 月平均 57便 月平均 134人 

 

ウ 各種地域福祉活動の実施 

（ア）生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）配置による地域課題解決に向けた 

取組の実施 

（イ）サロン，イベントの開催支援及び参加支援 

 （ウ）地域福祉協議会設立に向けた関係機関団体との連絡調整 

  （エ）地域内団体と行政機関，県・市社会福祉協議会との間の連絡調整 

 （オ）ドライブサロンへの協力や支援 

 

（２）吾平支所 

   吾平地域の地域福祉向上を図るため，職員を配置して，地域における各種活動への調整，支援 

を行った。 

① 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）配置による地域課題解決に向けた 

取組の実施（随時）  

② 吾平福祉ふれあいフェスタの開催 

項 目 説 明 

日   時 令和７年 12月５日（金）14:00～16:00 

場   所 湯游ランドあいら 

内   容 

第１部 「みんなで楽しく演芸大会」 

     ・太鼓クラブ ・ハッピースマイル ・絆会 

第２部 講演「シニア音楽療法」 

     講師 音楽療法士 坂中 慈子 氏・坂中 春久 氏 

参 加 者 数 120人 

③ サロン，イベントの開催支援及び参加支援（随時） 

④ 地域福祉協議会設立に向けた関係機関団体との連絡調整（随時） 

⑤ 地域内団体と行政機関，県・市社会福祉協議会との間の連絡調整（随時） 

⑥ ドライブサロンへの協力や支援（随時）  

⑦ 吾平福祉ふれあい便りの発行（10月・３月：吾平地域の町内会[2,232世帯]に配布）外 

 

（３）串良支所 

   串良地域の地域福祉向上を図るため，職員を配置して，地域における各種活動への調整，支援 

を行った。 

① 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）配置による地域課題解決に向けた 

取組の実施（随時） 
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② 串良地区高齢者サロン交流会の開催 

項 目 説 明 

日   時 令和７年 12月 18日(木) 13:00～15:45 

場   所 串良ふれあいセンター 

 

内   容 

第１部 基調講演「サロン活動の意義と今後の展開」 

      講師 社会福祉法人隣の会 理事 斎藤 鈴子 氏 

第２部 生活支援コーディネーターによる寸劇・情報交換会 

第３部 手作り遊具体験 

参 加 者 数 60人 

 

③ サロン，イベントの開催支援及び参加支援（随時） 

④ 地域福祉協議会設立に向けた関係機関団体との連絡調整（随時） 

⑤ 地域内団体と行政機関，県・市社会福祉協議会との間の連絡調整（随時） 

⑥ ドライブサロンへの協力や支援（随時）  

⑦ 鹿屋市社協だより「串良発」（３月：串良地域の町内会[3,662世帯]に配布） 外 
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第２章 地域福祉推進（地域福祉課所管事業） 

 

１ 個別支援と地域づくりの一体的な展開  

鹿屋市から新たに「生活支援体制整備事業」を受託し，個別支援と地域づくりの一体的な展開ができるよう

地区担当制の職員配置を導入して，住民一人ひとりのニーズ把握や相談支援と併せた働きかけを行い，住民の

福祉活動及びボランティア活動等並びに地域関係者の連携・協働による地域の活性化を促進した。 

 

（１）生活支援体制整備事業の実施 

市全域総括及び地区民生委員児童委員協議会区域担当の生活支援コーディネーターを配置し， 

高齢者をはじめとする多世代の地域住民や各種団体等との協働による地域支え合い活動の推進を 

図った。 

 

① 生活支援コーディネーターの配置 

区 分 地区名 担当町内会等 人 数 配置場所 

第 1層 

（総括） 
鹿屋市全域 ― 1人(専任) 

本  所 

第２層 

(地区担当) 

中央地区 
古前城,北田東大手,本町,朝日町,向江,共

栄,新栄,西大手,白崎,曽田 
1人(専任) 

北部地区 
王子,打馬,下祓川,弥生,西祓川,祓川,上祓

川,東原 
1人(専任) 

高隈地区 高隈,大黒 1人(専任) 

東部地区 
緑山,寿 2丁目～寿 8丁目,泉ヶ丘,新川,札

元 1丁目～札元 2丁目,笠之原,旭原 
1人(専任) 

田崎地区 田崎,川西,川東,名貫,永野田 1人(専任) 

大姶良地区 
萩塚,星塚,池園,飯隈,南,大姶良東,大姶良

西,田淵,獅子目,横山,下堀,浜田,高須 
1人(専任) 

西原地区 

西原 1丁目,西原 2丁目東,西原 2丁目西,

西原 3丁目,西原 4丁目,上谷,新生,大浦,

郷之原,今坂,上野,野里 

1人(専任) 

花岡地区 
小野原,天神,白水,一里山,古里,花岡,鶴

羽,花里,北花岡,船間,古江,根木原,海道 
1人(専任) 

吾平地区 吾平町地域 1人(兼任) 吾平支所 

輝北地区 輝北町地域 1人(兼任) 輝北支所 

串良地区 串良当地域 1人(兼任) 串良支所 

 

② 生活支援コーディネーターの活動実績 

№ 地区名 
住民ニーズ

の把握 

関係者との

ネットワー

クの構築 

地域資源の

フォロー 

地域課題の

解決 

協議体の 

開催 

地域資源の

開発・調査 

１ 中央 32件 7件 51件 6件 0件 2件 

２ 北部 55件 12件 52件 24件 0件 29件 



- 20 - 

№ 地区名 
住民ニーズ

の把握 

関係者との

ネットワー

クの構築 

地域資源の

フォロー 

地域課題の

解決 

協議体の 

開催 

地域資源の

開発・調査 

３ 高隈 53件 2件 85件 6件 0件 17件 

４ 東部 68件 14件 86件 14件 1件 9件 

５ 田崎 20件 20件 30件 6件 0件 7件 

６ 大姶良 64件 15件 42件 12件 0件 9件 

７ 西原 58件 23件 62件 26件 0件 1件 

８ 花岡 49件 11件 38件 6件 0件 4件 

９ 吾平 71件 10件 142件 40件 0件 8件 

10 輝北 18件 20件 50件 5件 7件 2件 

11 串良 53件 3件 70件 4件 0件 1件 

合 計 541件 137件 708件 149件 8件 89件 

 

③ 第２層協議体の開催状況 

地区 区域 日 時 開催場所 
参加

者数 
内 容 

輝北 

全域 
9月 10日（水）

10:00～11:00 

輝北ふれあ

いセンター 
50名 

町内会長，自治会長，民生委員児童委員，在

宅福祉アドバイザーなどが参加。市安全安心

課から要援護者情報を得て，防災研修を実施。

地域見守り対象者の情報更新などを実施。 

百引 

8月 19日（火）

18:30～20:30 

百引地区 

公民館 
50名 

町内会長，民生委員児童委員，在宅福祉アド

バイザーなどが参加し，百引地区の住民アン

ケート実施に向けて協議。 

8月 28日（木）

19:30～21:00 

百引地区 

公民館 
13名 

百引地区住民アンケートについて具体的な内

容を協議。 

3月 10日（火）

18:30～19:30 

百引地区 

公民館 
20名 

町内会長，民生委員児童委員，消防分団，輝

北駐在所などが参加。地域ごとに見守り対象

者について協議。アンケート結果については，

各関係機関へ要望書を提出。 

高尾 
2月 19日（木）

18:30～20:00 

高尾地区 

公民館 
16名 

町内会長，民生委員児童委員，自治会長など

が参加し，高尾地区内の課題や自治会ごとの

見守り対象者について協議。 

平南 
2月 26日（木）

19:00～20:00 

平南地区 

公民館 
13名 

町内会長，民生委員児童委員，在宅福祉アド

バイザーなどが参加し，平南地区内の課題や

自治会ごとの見守り対象者について協議。 

市成 
3月 8日（日）

16:00～17:00 

市成地区 

公民館 
20名 

町内会長，自治会長，民生委員児童委員，在

宅福祉アドバイザーなどが参加。市成地域の

課題や，自治会ごとの見守り対象者について

協議。 
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地区 区域 日 時 開催場所 
参加

者数 
内 容 

東部 

寿

1・2

丁目 

12月 9日（火）

18:30～20:30 

リナシティ

情報研修室 
50名 

町内会長，民生委員児童委員，タクシー会社，

郵便局，鹿屋農業高校生等が参加。「交通や

買い物」「見守りや孤独死」の 2つのテーマ

で現状や課題について協議した。 

 

④ 各種会議への参加状況 

ア 地域ケア個別会議への参加  30回 
 

イ 市主催の連絡会議への参加 

日 時 会議名 場 所 

7月 10日（木) 重層的支援体制整備事業に係る取組状況について リナシティかのや 

9月 19日（金) 民生委員児童委員協議会会長及び主任児童委員研修会 リナシティかのや 

10月 10日（金) 第１回重層的支援体制整備事業調整会議 鹿屋市役所別館 

10月 28日（火) 重層事業に係る 3者協議(福祉政策課,高齢福祉課,社協) リナシティかのや 

3月 24日（火) 生活支援体制整備事業第 1層協議体会議 鹿屋市役所別館 

3月 27日（金) 第２回重層的支援体制整備事業調整会議 鹿屋市役所別館 

 

⑤ 生活支援コーディネーターの資質向上に係る取組状況 

ア 国，県等主催研修会への参加 

 

イ その他研修への参加 

日 時 研修名 場 所 出席者数 

7月 18日（金) 
地域づくりと居場所のチカラを考える協

働実践研修会 
オンライン 7名 

7月 25日（金) 
令和７年度いきいきシニア地域づくり支

援事業地区研修会 

志布志市健康ふれあ

いプラザ 
8名 

7月 31日（木) 
重層的支援体制整備事業実施市町村オン

ラインサロン 
オンライン 1名 

8月 8日（金) 買い物弱者支援セミナー 大隅地域振興局 7名 

9月 10日（水) 

～9月 11日（木） 

令和７年度九州ブロック地域福祉研究会

議（熊本大会） 
熊本市 6名 

10月 6日（月)  

～10月 7日（火) 
令和７年度コミュニティワーカー研修会 県社会福祉センター 8名 

日 時 研修名 場 所 出席者数 

6月 30日（月) 令和７年度生活支援体制整備事業連絡会 県社会福祉センター 11名 

7月 29日（火) 
令和７年度鹿児島県生活支援コーディネ

ーター養成研修（基礎編） 
県庁 2階講堂 9名 

12月 3日（水) 

～12月 4日（木) 

令和７年度鹿児島県生活支援コーディネ

ーター養成研修（実践編） 
県社会福祉センター 9名 
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日 時 研修名 場 所 出席者数 

10月 29日（水) 認知症サポーター養成講座 鹿屋市役所大会議室 8名 

10月 31日（金) 令和７年度鹿児島県地域福祉推進大会 川商ホール 4名 

11月 12日（水) 
身寄りのない方に関する金融機関関係者

との意見交換会 
鹿屋市医師会館 1名 

11月 13日（木) 
生活支援コーディネーター養成オンライ

ン研修 

リナシティかのや 

福祉プラザ 
7名 

11月 14日（金) 第２回地域包括支援体制人材育成研修 
リナシティかのや 

福祉プラザ 
4名 

11月 20日（木) 令和７年度権利擁護研修会 市社会福祉会館 5名 

11月 26日（水) 
生活支援コーディネーター養成オンライ

ン研修 

リナシティかのや 

福祉プラザ 
3名 

12月 5日（金) 
生活支援コーディネーター養成オンライ

ン研修 

リナシティかのや 

福祉プラザ 
7名 

2月 8日（日)～ 

2月 10日（火) 
生活支援体制整備事業に係る視察研修 兵庫県 4名 

2月 9日（月) 
令和７年度オレンジコーディネーター研

修 

リナシティかのや 

福祉プラザ 
4名 

2月 16日（月) 
令和７年度肝属地区自殺対策ネットワー

ク会議 
大隅地域振興局 2名 

2月 20日（金) 
生活支援コーディネーターによる大座談

会 

リナシティかのや 

福祉プラザ 
8名 

 

⑥ その他（出前講座の実施等） 

ア 出前講座の実施 

地域の支え合いの必要性やそれに係る事業等の講座を実施した 

№    日時 場所 参加者数 

1 4月 17日（木） 柚木原公民館 4名 

2 4月 24日（木） 寿 5丁目公民館 15名 

3 5月 15日（木） 柚木原公民館 4名 

4 5月 20日（火） 札元 2丁目公民館 15名 

5 6月 10日（火) 高隈交流促進センター 20名 

6 6月 17日（火) 札元 2丁目公民館 15名 

7 6月 19日（木） 柚木原公民館 3名 

8 7月 9日（水) 花鎌公民館 14名 

9 7月 17日（木) 柚木原公民館 4名 

10 7月 31日（木) 東地区学習センター 20名 

11 8月 19日（火) 恵仁会 27名 

12 9月 18日（木) 柚木原公民館 4名 
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    日時 場所 出席者数 

13 10月 21日（火) 田崎コミュニティセンター 15名 

14 11月 13日（木) 柚木原公民館 3名 

15 11月 25日（火) 柚木原公民館 6名 

16 11月 26日（水) 重田公民館 8名 

17 12月 12日（金) 横山町集落センター 60名 

18 12月 25日（木) 鶴羽公民館 20名 

19 1月 8日（木) 寿 4丁目公民館 20名 

20 1月 15日（木) 柚木原公民館 4名 

21 1月 28日（水) 重田公民館 8名 

22 2月 12日（木) 寿 7丁目公民館 20名 

23 3月 17日（火) 上祓川集会所 10名 

24 3月 17日（火) 鶴羽公民館 20名 

25 3月 26日（木) 西祓川町集落センター 15名 

出席者計 354名 

 

イ 生活支援コーディネーター連絡会の実施 

1層・２層のコーディネーター，高齢福祉課や福祉政策課等を交えて連絡会を実施した 

 ・12回 
 

ウ 周知広報活動の実施 

生活支援コーディネーターの役割や取組み内容について各種団体に向けて周知広報を実施 

した 

 日 時 場 所 イベント名 出席者数 

１ 5月 23日（金) ホテルさつき宛 鹿屋市町内会連絡協議会総会 150名 

２ 7月 1 日（火) リナシティかのや ボランティア活動推進校連絡会 23名 

３ 7月 2 日（水) リナシティかのや 鹿屋市生活指導連絡会 20名 

４ 10月 4 日（土) リナシティかのや 鹿屋市福祉まつり 3,940名 

５ 12月 6 日（土) リナシティかのや 認知症オレンジフェスタ 200名 

６ 1月 29日（木) リナシティかのや こころの健康づくり講演会 80名 

出席者計 4,413名 

 

（２）生活困窮者支援等のための地域づくり事業 

    地域におけるつながりの中で，住民が持つ多様なニーズや生活課題に対応できるよう，地域住民のニー

ズ・生活課題の把握，住民主体の活動支援・情報発信，地域コミュニティを形成する居場所づくり，多様

な担い手が連携する仕組みづくりを行うなど，地域における共助の取組みの活性化による，地域福祉の推

進に努めた。 
 

  ① 地域福祉協議会の設立及び活動支援 

町内会等の区域において，地域活性化に向けた協議の場として「地域福祉協議会」の設立を 

支援するとともに，地域課題を話し合う地域福祉協議会定例会等の開催の支援を行った。 



- 24 - 

   【令和 7年度に設立した地域福祉協議会 １ヶ所】 

※令和７年度末地域福祉協議会設立総数：26か所 

 

② 地域の関係者との連携による地域生活課題の早期把握 

     市内 11地区で毎月開催される地区民生委員児童委員協議会の定例会等に参加し，個人や地域 

の課題の早期把握・早期対応に努めた。 

    【出会数】132回 

 

③ 住民アンケートによる地域ニーズの把握及び地域支え合いマップの作製 

    住民アンケートによる地域ニーズの把握に取り組むとともに，アンケート結果に基づく「地域

支え合いマップ」の作成を行い，地域における「共助」の意識高揚に努めた。 

 

ア 住民アンケートの実施 

地区名 区分 内容 

下 小 原 町 内 会 

目  的 
地域福祉協議会の設立に向けて，地域住民のニーズを把

握し，協議検討を行うため 

調査対象 下小原町内会 184世帯 

調査時期 令和 7年 5月 21日～6月 4日 

回収状況 130世帯（70.6％） 

百 引 町 

地域福祉協議会 

目  的 
地域ニーズを把握し，地域福祉協議会において協議検討

を行うため 

調査対象 百引町内会 423世帯 

調査時期 令和 7年 9月 17日～10月 17日 

回収状況 267世帯（63.1％） 

 

イ 支え合いマップ作成の支援 

地 域 日 時 場 所 備考 

西祓川 
令和 7年 6月 28日(土) 

17:00～20:00 

西祓川町集落

センター 

西祓川町地域福祉協議会と連携し，1回目

の住民ニーズの把握を行った。 

西祓川 
令和 7年 9月 27日（土） 

18:00～20:00 

西祓川町集落

センター 

西祓川町地域福祉協議会と連携し，2回目

の住民ニーズの把握を行った。 

横 山 
令和 7年 8月 1日（金） 

14:30～16:00 

福祉プラザふ

れあいルーム 

横山女性見守り隊と連携し，地域で見守

りが必要な住民の把握を行った。 

大 黒 
令和 8年 1月 21日（水） 

19:00～20:30 

高隈地区交流

促進センター 

高隈地区コミュニティ協議会生活安心部

会と連携し，黒坂・吉ヶ別府地区の住民ニ

ーズの把握を行った。 

設立日 協議会名 内容 

令和 7年 7月 6日(日) 郷之原町地域福祉協議会 

町内会未加入世帯も巻き込み，地域ぐ

るみで 3 世代交流や福祉活動等を行う

ことで，町内会への加入促進や地域活

性化を目指す。 
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地 域 日 時 場 所 備考 

大 黒 
令和 8年 2月 27日（金） 

19:00～20:00 
大堀公民館 

高隈地区コミュニティ協議会生活安心部

会と連携し，大堀地区の住民ニーズの把

握を行った。 

 

 

 

 

 

④ 地域住民等に対する研修の実施 

   地域住民等に対して研修を実施し，地域共生社会の実現に向けた取り組みに関する情報の共有 

に努めた。また，社会福祉法人間の連携・協働の促進を図ることを目的に，社会福祉法人の責務で 

ある「地域における公益的な取組」について意見交換を行った。 

 

ア 地域のつながりを考える会 

項 目 説 明 

日 時 令和 7年 9月 5日(金)14：00～16：00 

場   所 リナシティかのや２階 情報研修室 

内   容 

・実践報告「川東町の地域福祉活動について」 

・グループワーク「地域福祉活動について（地域福祉協議会，有償ボラン 

ティア団体，見守り活動）」 

参 加 人 数 70人(地域住民 56人，関係機関 14人) 

 

イ あんしん安全ネットワークセミナー 

項 目 説 明 

日   時 令和 7年 9月 26日(金) 13：30～16：00 

場   所 リナシティかのや２階 情報研修室（オンライン） 

内   容 
・認知症等見守りメイトについて 

・実践報告及びパネルディスカッション（日置市・南さつま市・肝付町） 

参 加 人 数 48人(民生委員・児童委員 40人，関係機関 8人) 

 

ウ 串良地区高齢者サロン交流会 

項 目 説 明 

日   時 令和 7年 12月 18日（木)13：30～16：00 

場   所 串良ふれあいセンター 

内   容 
・研修や情報交換 

・レクレーション道具体験 

参 加 人 数 48人(民生委員・児童委員 40人，関係機関 8人) 

 

エ 社会福祉法人による「地域における公益的な取組」に関する連絡会 

項 目 内 容 

日 時 令和 8年 1月 26日(月)14：00～16：30 

場 所 リナシティかのや 2階 情報研修室  
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項 目 内 容 

内 容 

○基調説明「おもいやりネットワーク事業について」 

    鹿児島県おもいやりネットワーク事務局  東平 正孝 氏 

○事例発表 

・ドライブサロン事業について 社会福祉法人鹿屋恵友会 松元 美沙子 氏 

・子ども食堂について     社会福祉法人林愛会    前田 宏信 氏 

○グループワーク 

「地域における公益的な取組」に関する意見交換 

参 加 者 9法人 14名 

 

⑤ 地域づくりを推進する市関係各課等との連携 

  地域づくりを推進する関係機関等と定期的に協議を行い，それぞれの取組状況を把握するととも 

に，地域福祉協議会の設立や生活支援の仕組みづくり等に向けて連携を図った。 

 

ア 市福祉政策課との協議(計 12回) 

   重層的支援体制整備事業に係る包括的な支援体制の構築や地域づくり等について協議した。 

 

イ 市高齢福祉課との協議(計 12回) 

   生活支援体制整備事業の内容や事業構築等について協議した。 

 

ウ 地域防災リーダー講座 

項 目 説 明 

日  時 令和 7年 9月 1日(月)18：30～21：00 

場  所 市役所７階大会議室 

内  容 鹿屋市の防災・減災，防災リーダーについて 

 

エ 買い物支援に関する 意見交換会 

項 目 説 明 

日  時 令和７年 4月 28日(月)14：00～16：00 

場  所 生協コープかのや 

内  容 鹿屋市や社協の取り組み，生協の取組み等について，意見交換 

参 加 者 生協，地域活力推進課，福祉政策課 

 

⑥ 地域の支え合い活動の推進及び支援 

   誰もが住みなれた地域で安心して暮らせるよう，住民が主体となった見守り活動の推進と，継続的に活動で 

きるよう支援を実施した。 

 

ア 高齢者等の見守り隊に対する支援を実施 

区 分 鹿屋 串良 吾平 輝北 計 

見守り隊 

総 数 23ヶ所 ４ヶ所 ４ヶ所 ４ヶ所 35ヶ所 

定例会を通じた 

支 援 回 数 
90回 9回 9回 3回 111回 
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イ 関係機関と連携した地域の見守り活動の支援 

（ア）輝北地区近隣福祉ネットワーク合同会議の開催 

項 目 説 明  

日 時 令和 7年 9月 10日（水）10：00～12：00 

場 所 輝北ふれあいセンター 和室 

内 容 ・研  修「防災について」 

講師：鹿屋市安全安心課職員 

・意見交換「地区ごとに見守り対象者等について話し合う」 

参 加 人 数 56人 

 

（イ）輝北地区近隣福祉ネットワークの支援 

地 区 開催日時 場所 参加人数 

高尾地区近隣福祉ネットワーク 
令和 8年 2月 19日（木） 

18:30～20:00 

高尾地区 

校区公民館 
17人 

平南地区近隣福祉ネットワーク 
令和 8年 2月 26日（木） 

19:30～20:00 

平南地区 

校区公民館 
13人 

市成地区近隣福祉ネットワーク 
令和 8年 3月 8日（日） 

16:00～17:00 

市成地区 

校区公民館 
20人 

百引地区近隣福祉ネットワーク 
令和 8年 3月 10日（火） 

18:30～19:30 

百引地区 

校区公民館 
20人 

       ※近隣ネットワークとは・・・高齢者や要支援者の見守り・声かけ・助け合いを行う活動 

 

ウ ふれあい・いきいきサロン，子育てサロンの支援 

    住みなれた地域で気軽に集える場所（サロン）の支援を行い，地域住民の「生きがいづくり」や 

「仲間づくり」の推進を図った。 

【ふれあい・いきいきサロン，子育てサロンの支援件数】 

区 分 鹿屋 串良 吾平 輝北 計 

高 齢 者 サ ロ ン 総 数 104ヶ所 26ヶ所 34ヶ所 14ヶ所 178ヶ所 

子 育 て サ ロ ン 総 数 １ヶ所 0ヶ所 0ヶ所 1ヶ所 2ヶ所 

サロンへの参加支援回数 136回 46回 80回 17回 279回 

 

エ 外国籍の方を対象にしたワールドサロンの開催 

  市内在住の外国籍の方の地域での孤立防止や相談しやすい環境を整備することを目的に， 

民生委員児童委員との交流イベントを開催した。 

【ワールドサロンの開催概要】 

項 目 説 明 

日   時 令和 7年 5月 11日(日) 9：30～12：00 

場   所 花岡地区公民館 

内   容 
・室内カーリングを通じた交流 

・意見交換，昼食会 

参 加 人 数 46人（民生委員児童委員 16人，技能実習関係 21人，関係機関 9人） 
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  オ レクリエーション用具の貸出 

    サロン等の活動の活性化に資するため，レクリエーション用具の貸し出しを行った。 

（延貸出件数 163件，222台） 

   【レクリエーション用具 貸出内訳】 

用具名 貸出件数 貸出台数 

スカットボール（２セット） 26件 37台 

ストライクボード（１セット）  18件  19台 

輪投げ（２セット) 30件 39台 

シャッフルゴルフ（１セット）  4件  4台 

スマイル射的（１セット)  12件  13台 

たいこ相撲（１セット）  7件  7台 

ボッチャ（３セット) 13件 27台 

その他（10個） 53件 76台 

合 計 163件 222台 
 

⑦ ドライブサロン事業の実施 

   市内の社会福祉法人６法人が経営する８つの福祉施設において，自ら交通手段を有しない高齢 

者等のために，週１回，法人のマイクロバス等を運行して，生鮮食料品等の買い物支援を行う 

「生活支援型」と，月２回程度，法人のマイクロバス等を運行して，市内外の名所・観光地への遠 

足と買い物を組み合わせた「生きがいづくり型」の２種類のドライブサロン事業について，法 

人の協力をいただきながら実施した。 

また，地域福祉協議会に車両（社協所有車）を無償で貸出し，地域主体で住民の買い物支援を 

行う「ドライブサロンプラス」の取組を推進した。 
 

ア 生活支援型ドライブサロン 

項 目 説 明 

実 施 回 数          213回（対前年度比：24回の減） 

登 録 者 数           46人（対前年度比：3人の減） 

年間利用者数 (延 )    1,105人（対前年度比：171人の減） 
 

(各地区の内訳表) 

地 区 名 花岡地区 大姶良地区 

町 内 会 有武・小薄・高牧 大姶良東 

協 力 法 人 
社会福祉法人 愛光会 

桜町学園・和光学園 

社会福祉法人 永生会 

慈恵園 

開 始 日 平成 27年４月２日 平成 28年８月 29日 

実 施 日 毎週木曜日 13：00～ 毎週火曜日 10：00～ 

買 い 物 先 ニシムタ鹿屋店，スーパーかくち Aコープ大姶良店 

実 施 回 数 47回 46回 

登 録 者 数 9人 9人 

年 間 利 用 者 数 平均５人，延べ 216人 平均 4人，延べ 188人 
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イ 生きがいづくり型ドライブサロン 

項 目 説 明 

実 施 回 数  32回 （対前年度比：6回の増） 

年間利用者数(延)  330人 （対前年度比：11人の増） 

（各地区の内訳表） 

地 区 名 吾平地区 串良地区 

法 人 名 社会福祉法人岳風会 陵北荘 社会福祉法人友心会 ゆらり 

開 始 日 平成 30年 10月９日 令和元年 10月９日 

実 施 日 月２回 月２回 

行 先 市内外の名所，スーパー 市内外の名所，スーパー 

対  象  者 吾平町内のサロン参加者 串良町内のサロン参加者 

利 用 者 数 134人 196人 

実 施 回 数 11回 21回 

  

ウ ドライブサロンプラス 

(ア) 実施状況 

項 目 説 明 

実 施 回 数          157回（対前年度比：1回の増） 

地 区 名 串良地区 花里地区 

町 内 会 富ヶ尾中央 花里・白水・一里山・海道 

協 力 法 人 
社会福祉法人 以和貴会 

以和貴苑 

社会福祉法人 鹿屋恵友会 

花岡の里 

開 始 日 平成 29年３月 7日 平成 29年８月 4日 

実 施 日 毎週火曜日 10：30～ 毎週木曜日 9：45～ 

買 い 物 先 タイヨー串良店 ﾆｼﾑﾀ鹿屋店 ｽｰﾊﾟｰかくち 

実 施 回 数 20回 49回 

登 録 者 数 7人 7人 

年 間 利 用 者 数 平均 4人，延べ 83人 平均 7人，延べ 328人 

 

地 区 名 飯隈・南地区  

町 内 会 飯隈・南 

協 力 法 人 
社会福祉法人 愛光会 

総合サポートセンターラン 

開 始 日 平成 29年 11月 15日 

実 施 日 毎週木曜日 13：00～ 

買 い 物 先 Aコープ大姶良店 

実 施 回 数 51回 

登 録 者 数 14人 

年 間 利 用 者 数 平均 6人，延べ 290人 
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項 目 説 明 

登 録 者 数           74人（対前年度比：12人の増） 

年間利用者数 (延 )    734人（対前年度比：1人の減） 

 

(イ) 各地区の実施状況 

地 区 名 高須 池園 

協 議 会 名 
高須町内会 

地域福祉推進協議会 
池園町地域福祉協議会 

開 始 日 令和６年８月３日 令和６年８月 17日 

実 施 日 
毎週水曜日 

9：00～12：00 

毎週火曜日 

9：00～12：00 

行  先 市内のスーパー 市内のスーパー 

運転ボランティア ５人 ４人 

登 録 者 数 30人 22人 

実 施 回 数 51回 50回 

年 間 利 用 者 数 平均 7人,延べ 371人 平均 3人,延べ 172人 

 

地 区 名 川東 平南 

協 議 会 名 川東町地域福祉協議会 平南地域福祉協議会 

開 始 日 令和６年９月１日 令和６年９月 12日 

実 施 日 
毎週金曜日 

9：00～12：00 

毎月火曜日 

9：00～12：00 

行  先 市内のスーパー 市内のスーパー 

運転ボランティア ２人 ６人 

登 録 者 数 8人 14人 

実 施 回 数 45回 11回 

年 間 利 用 者 数 平均４人,延べ 158人 平均 3人,延べ 33人 

 

エ  ドライブサロン事業連絡会の開催 

項 目 説 明 

日   時 令和７年 12月 23日(火) 14：30～16：00 

場   所 リナシティかのや 2階 情報研修室 

内   容 

・令和 7年度ドライブサロンの実施状況について 

・ドライブサロン事業担当者間の意見交換会  

参 加 者 4法人 5施設（6人） 
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オ その他（視察受入等状況） 

項 目 説 明 

日   時 令和 7年 8月 29日(金) 10：00～11：30 

場 所 高須町民会館 

相 手 方 財部校区北俣社会福祉協議会 15人 

内   容 

高須ドライブサロンプラスの取り組み状況について 

      

 

⑧ こども食堂への支援 

  食の貧困の状況にある地域のこども達に，無料または低額な料金で栄養のある食事を提供すると

ともに，地域の多世代交流の場にもなっている「こども食堂」の活動を支援した。 

 

ア こども食堂の立ち上げに関する情報提供および支援 19回 

【新規設立】３か所 （合計 14か所） 

 

 

 

 

 

 

イ 市民等から寄贈された食材等の提供 

41件（寄附金 14件 1,040,000円，食材等 27件） 

 

ウ こども食堂ネットワーク連絡会の開催 

 

開催回次 項 目 説 明 

第 １ 回 

日  時 令和７年６月 25日(水)10：00～11：00 

場  所 リナシティかのや２階 情報研修室 

内  容 
・研修「こども食堂の運営における衛生管理について」 

・意見交換会「こども食堂の紹介 他」 

参加人数 22人（こども食堂関係者 22人） 

第 ２ 回 

日  時 令和８年２月 13日(金) 14：00～16：00 

場  所 リナシティかのや３階 情報研修室 

内  容 
・協議「こども食堂の運営について」 

・意見交換会「現状や課題について」 

参加人数 23人（こども食堂関係者 20人，関係機関３人） 

 

№ 設立日 食堂名 開催場所 

１ 令和７年 ６月 おにぎり食べていこう 大隅学舎（西原２） 

２ 令和７年 ８月 ハレルヤ食堂 明信寺（大浦町） 

３ 令和７年 10月 おたがいさま食堂 
慈恵園としちゃん家

（田淵町） 
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（３）アウトリーチ等を通じた継続的支援事業の実施 

地域住民と各種支援機関等とのつながりの構築を図るとともに，複合化・複雑化した課題を抱 

えながらも必要な支援が届いていない方々に対し，積極的な働きかけ（アウトリーチ）を行い， 

潜在的な支援ニーズの把握や信頼関係を構築した上で，必要な支援を継続的に行った。 
 

① 相談実績 

  電話 来所 訪問 メール FAX その他 合計 

単 身 世 帯 18 6 21 0 0 5 50 

ひ と り 親 23 3 4 0 0 5 35 

高 齢 者 27 2 19 0 0 6 54 

知 的 障 が い 者 10 5 16 0 0 2 33 

精 神 障 が い 者 33 6 30 0 0 7 76 

身 体 障 が い 者 18 4 4 0 0 1 27 

認 知 症 1 1 1 0 0 0 3 

生 活 困 窮 者 93 13 34 0 0 12 152 

外 国 籍 0 0 0 0 0 0 0 

虐 待 1 0 0 0 0 0 1 

D V 1 0 0 0 0 0 1 

ひ き こ も り 10 0 5 0 0 1 16 

不 登 校 3 0 2 0 0 2 7 

ヤングケアラー 0 0 0 0 0 0 0 

８ ０ ５ ０ 1 0 1 0 0 0 2 

ダ ブ ル ケ ア 0 0 0 0 0 0 0 

多 子 世 帯 0 1 0 0 0 0 0 

ゴ ミ 屋 敷 1 0 1 0 0 0 2 

そ の 他 15 4 2 0 0 1 22 

合 計 255 44 140 0 0 42 481 

 

② 相談支援機関との連携 

要支援世帯への包括的支援に係る重層的支援会議等を通じた，高齢・障害・児童・困窮分野 

の支援機関との連携や，実務的なネットワークの構築に努めた。また，多様な関係機関で構成 

される協議体を通じた連携促進にも努めた。 

ア 青少年問題協議会実務者会（市生涯学習課主催，年６回） 

イ 鹿屋市要保護児童対策地域協議会実務者会（市こども家庭課主催，年４回） 

ウ 肝属・曽於地区自殺対策ネットワーク会議（大隅地域振興局主催，年１回） 

エ 認知症疾患医療連携会議（公益社団法人いちょうの樹,年１回） 

オ 教育委員会学校指導主任会（市学校教育課主催，年１回） 

 

（４）参加支援事業の実施 

既存の事業の対象とならない方で，市の重層的支援会議で支援対象になった方に対し，社 

会とのつながりができるよう様々なアプローチを行った。 
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① 相談実績 

区 分 電話 来所 訪問 メール FAX その他 合計 

単 身 世 帯 1 3 1 0 0 0 5 

高 齢 者 0 3 1 0 0 0 4 

知 的 障 が い 者 2 0 0 0 0 0 2 

精 神 障 が い 者 1 0 0 0 0 0 1 

認 知 症 0 1 1 0 0 0 2 

生 活 困 窮 者 5 0 0 0 0 0 5 

８ ０ ５ ０ 1 0 0 0 0 0 1 

そ の 他 0 1 1 0 0 0 2 

合 計 10 8 4 0 0 0 22 

  

②  研修会等の実施 

項 目 説 明 

日 時 令和７年６月 20日（金）18:00～20:00 

場 所 リナシティかのや福祉プラザ 

内 容 

(1) 講話「こどもの発達特性と児童デイケアについて」 

    講師 平和台病院 精神科医 齊之平 一隆 氏 

            精神保健福祉士 久美田 駿一郎 氏 

(2) 質疑応答及び意見交換 

参 加 者 児童・障がい分野の事業所・行政職員等 20名 

 

（５）生活困窮者食糧支援事業の実施 

   生活困窮により食料の確保が困難な世帯に対し，食糧支援を通じて危機的状況を回避し，自 

立の援助に努めた。 

支 援 世 帯 数 68世帯（前年比 12世帯増） 

支 援 件 数 114件（前年比 57件増） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）かごしまおもいやりネットワーク事業の実施 

鹿児島県社会福祉協議会が事務局となり，県内の社会福祉法人や企業などからの拠出金をも 

とに現物支給を行う「おもいやりネットワーク事業」を活用し，生活に困窮している世帯へ支 

援を行った。 

55 51 46
6864 63 57
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   ① 支援実績 

支 援 世 帯 数 34世帯（前年比 18世帯増） 

支 援 件 数 34件（前年比 18件増） 

支 援 金 額 1,288,480円（前年比 765,803円増） 

支 援 内 容 食料費，燃料費，公共料金，家賃，医療費等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② おもいやりネットワーク事業ワーキング部会 

支援内容の検討や，効果的な事業運営について協議した（オンライン）。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 心配ごと相談事業の実施  

  市民の様々な相談を受け，福祉サービス等の情報提供や専門機関への橋渡しを行う一般相談と 

専門的な助言や情報提供を行う専門相談を実施し，問題解決への適切な支援に努めた。 

 

（１）相談件数 361件（対前年度比 △54件） 

相談種別 相談内容 相談日・時間 相談員 開設日数 相談件数 

一般相談 

（心配ごと相談） 
心配ごと・悩みごと 

月曜日～金曜日

9：00～12：00 

心配ごと 

相談員 
242日 

124件 

(△37件) 

専

門 

相

談 

法 律 相 談 権利・相続・借地等 
第 2金曜日 

13：00～16：00 
弁護士 12日 

63件 

(△6件) 

税務・経営相談 相続税・贈与税等 
第 1金曜日 

9：00～12：00 
税理士 11日 

22件 

(△2件) 

財産・登記相談 相続・財産・登記等 
第 2・3・4金曜日 

9：00～12：00 
司法書士 35日 

145件 

(1件増) 

終 活 相 談 死後事務・遺言等 
第 4木曜日 

9：00～12：00 
行政書士 11日 

7件 

(△10件) 

開催日 内容 

第 １ 回 令和７年 ８月 ６日（水） 広報・支援方法の内容検討 

第 ２ 回 令和７年 12月 19日（金） 本事業加入促進・支援方法の内容検討 

第 ３ 回 令和８年 ２月 17日（火） 研修会・支援方法の内容検討 

研 修 会 令和８年 ２月 17日（火） グループワークへの参加 

41 36
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（２）周知広報 

掲載月 広報媒体 周知方法 

令和７年７月 社協だより第 69号 全戸配布 

令和８年３月 福祉プラザ通信第 189号 全戸回覧 

常        時 社協ホームページ インターネット 

常        時 市ホームページ インターネット 

常        時 チラシ 窓口への設置 

 

（３）心配ごと相談所相談員会 

項 目 説 明 

日   時 令和８年２月 27日（金）15：30～17：00 

出 席 者 心配ごと相談員５名 

内   容 

1 研修 「障がい者の支援について」 

   講師 肝属地区障がい者基幹相談支援センター相談員 

2 相談実績確認 

3 相談所運営に関する意見交換 

 

 

 

 

３ ボランティアセンター事業の推進  

 高齢者や障がい者をはじめとするすべての市民が，健康でいきいきと自立した生活を営みながら社 

会参加活動を行い，気軽に人的交流を深めることや福祉増進に大切なボランティア精神の育成推進に

努めた。 

 

（１）ボランティア活動の推進や環境づくり 

福祉教育の実践や高齢者，障がい者の方々とふれあう機会の充実による市民の「福祉の心」の 

醸成や地域福祉を支えるボランティア活動の充実を図るため，福祉イベントを通じた福祉意識の 

向上に取り組むなど，ノーマライゼーションの実現に努めた。 

 

① 福祉教育の推進 

ア ボランティアフェスティバルの開催（鹿屋市福祉まつりとの共催） 

項 目 説 明 

日 時 令和７年 10月４日（土）10：00～15：00 

場 所 リナシティかのや 

参加団体及び協力者数 36団体，256人 

対象者及び来場者数 対象：一般市民，来場者：3,940人 
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項 目 説 明 

内 容 

・関係団体等による物品販売 

・生活支援コーディネーターによる地域の魅力紹介 

・手話や音訳，救命救急等の体験ブースを通したスタンプラリー 

 

 

 

 

 

イ 福祉ボランティア作文コンクールの実施 

項 目 説 明 

対  象  者 小学生・中学生・高校生 

応  募  数 39点［内訳］小学校 15点,中学校 20点,高等学校４点  

審 査 結 果 最優秀賞４点，優秀賞６点 

そ  の  他 

受賞者を福祉まつりにて表彰，最優秀賞受賞者代表による朗読発表 

 

 

  

 

ウ かのやこども未来フェス 2025への協力 

項 目 説 明 

日 時 令和７年９月 13日（土）9:00～15:00 

場 所 串良平和アリーナ 

対  象  者 小学生（312人） 

参 加 事 業 所 26事業所（福祉，建築業，農業，製造業など） 

主 催 鹿屋商工会議所青年部 

内 容 

 市内 26 の企業が小学生を対象に，地元の企業等の仕事を体験し

てもらうイベント。社協活動について体験してもらうブースを設営

し，社協活動の紹介や車いすの体験等を行った。 

 

 

 

 

  
 

   エ ボランティア活動推進校の福祉教育への支援 

  (ア) ボランティア活動推進校の指定 

小学校 19校，中学校６校，高等学校３校 計 28校  
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      (イ) ボランティア活動推進校連絡会の開催 

項 目 説 明 

日 時 令和７年７月１日（火）15：00～16：30 

場 所 リナシティかのや２階 情報研修室 

対 象 者 ボランティア活動推進校の担当教諭 

出 席 者 数 23校 23人 

内 容 

・講話「志布志市における福祉教育学習の取り組みについて」 

   講師 志布志市社会福祉協議会 坂口 祐翔 氏 

・児童生徒のボランティア活動普及事業の事務処理等について 

・生活支援コーディネーターとの意見交換 

 

 

 

 

(ウ) 福祉体験出前講座の実施 

項 目 説 明  

回 数 16回（小学校７回，中学校６回，一般３回） 

受 講 者 数 計 880人（小学校 518人，中学校 306人，一般 56人） 

実 施 先  

吾平中，花岡中，輝北小，輝北中，高隈中，あかりキッズ， 

細山田小，輝北コミュニティセンター，かのやっ子クラブ，寿北小，

寿小，上小原小，大姶良中，西原小，田崎小，田崎中 

内 容 高齢者疑似体験，視覚障がい者体験，車いす試乗体験等 

   
 

  (エ) 福祉体験教材等の貸出 

区 分 件数等 

高 齢 者 疑 似 体 験 セ ッ ト の 貸 出 22件：273セット 

車 イ ス の 貸 出 12件：87台 

ボ ラ ン テ ィ ア 手 帳 の 配 布 13件：458冊 

白 杖 ・ ア イ マ ス ク セ ッ ト 貸 出 16件：225セット 

 

  (オ) 児童・生徒のふれあいボランティア活動事業の実施 

ボランティア活動認定証発行数 ９枚：小学生６名，中学生１名，高校生２名 

 

② ボランティアの育成 

ア わくわくボランティア体験学習の開催 

項 目 説 明 

日 時 令和７年８月４日（月）14：00～16：00 

場 所 リナシティかのや２階 情報研修室 

対 象 者 小学校４～６年生 

参 加 者 数 20名（４年生３名，５年生３名，６年生５名），保護者等９名 
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内 容 

（１）ボランティア，災害に関する講話 

講師：日本赤十字社鹿児島県支部 中野 武伸 氏 

（２）KAG（家具安全対策ゲーム） 

（３）ワークシート（避難所の写真を見て 

思ったこと，避難する時にカバンに 

いれるもの） 

 

  
 

イ サマーボランティア体験学習の開催 

項 目 説 明 

日 時 令和７年８月 20日（水）10：00～12：00  

場 所 リナシティかのや２階 情報研修室 

対 象 者 鹿屋市内中学生・高校生，大学生等 

参 加 者 数 ６人（内訳：中学生４人・高校生２人） 

内 容 

（１）講話「認知症についての理解を深めよう」 

講師：株式会社 ありまさん家 有馬 理文 氏 

（２）製作「ありがとうの花束づくりをしよう」 

 

 

 

 

  
 

ウ 高校生ボランティア交流会の開催 

項 目 説 明 

日 時 令和８年３月 16日（月）17：00～18：30  

場 所 リナシティかのや２階 情報研修室 

対 象 者 鹿屋市内でボランティア活動をしているまたは関心のある高校生 

参 加 者 数 52人（内訳：高校生 46人・顧問 4人・市教育委員会 2人） 

内 容 

（１）活動報告 

鹿屋中央高等学校インターアクト部 

（２）グループワーク 

（３）ボランティア情報共有 
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③ ボランティアセンターの充実 

ア ボランティアセンター運営委員会の開催 

項 目 説 明 

日 時 令和７年７月７日(月) 10：00～10：45 

場 所 リナシティかのや２階 情報研修室 

出 席 者 数 ９人 

内 容 

(１)令和６年度ボランティアセンター事業実施報告について 

(２)令和７年度ボランティアセンター事業実施計画について 

（３）災害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定の締結 

・鹿屋市総合防災訓練について  
 

イ ボランティア活動に関する相談・情報提供・斡旋 

項 目 説 明 

相 談 件 数 124件 

相 談 内 訳 
・ボランティア活動保険について 

・地域サロン，施設からのボランティア派遣要請 等 

 

ウ ボランティア（個人・団体）の登録状況 

項 目 説 明 

個人ボランティア 82人 

ボランティア団体 40団体：13,284名 

 

④ ボランティアの活動支援 

ア ボランティア活動保険の加入状況 

項 目 説 明 

個人ボランティアの活動保険加入 20人 

ボランティア団体の活動保険加入 33団体：1,277人 

        
イ ボランティア活動保険掛金の助成 

項 目 説 明 

期 間 令和７年４月１日から令和７年５月 31日までの加入者 

助 成 対 象 者 数 1,106人 

助 成 金 合 計 額 110,600円（1,106人×100円） 

 

⑤ 広報啓発活動 

項 目 説 明 

社協ホームページ ボランティア活動情報欄による情報の提供 

福 祉 プ ラ ザ 第 182号，第 183号，第 184号，第 185号 

 

（２）災害救援活動のための準備活動等 

    鹿屋市内で災害が発生した場合に備え，鹿屋市をはじめ地域住民や関係機関等の参加のもと，災 

害ボランティアセンター設置・運営研修を実施した。また，市や関係機関等が主催する防災に関す 

る研修会等に参加し，職員の資質向上に努めた。 
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① 令和７年度鹿屋市総合防災訓練の参加（災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施） 

項 目 説 明 

日   時 令和７年５月 16日（金）9：00～12：00 

主 催 鹿屋市 

場   所 鹿屋市武道館周辺 

対 象 者 
鹿屋市社会福祉協議会役職員，鹿児島県社会福祉協議会ボランティアセ
ンター職員，鹿屋市職員（福祉政策課） 

内 容 

日向灘を震源とするマグニチュード 9.1震度６弱の地震を想定した 

訓練。災害ボランティアセンターは，応急 

復興期の訓練として実施された。 

 ・災害ボランティアセンターの係ごとに分 

かれて訓練を実施 

 ・訓練中は，県社協ボランティアセンター 

職員の助言・指導を受けた。 

参 加 者 数 25人 

 

② 鹿屋市総合防災訓練の振り返り～災害ボランティアセンターの役割について考える～ 

項 目 説 明 

日   時 令和７年５月 16日（金）13：30～15：00 

主 催 鹿屋市社会福祉協議会地域福祉課 

場   所 リナシティかのや 福祉プラザボランティア室 

内   容 

・災害ボランティア設置・運営訓練の振り返り 

・新採職員を対象とした災害ボランティア各係の解説 

・意見交換等 

 講師 鹿児島県社会福祉協議会ボランティアセンター 

    副所長 鶴田 亞衣子 氏 

参 加 者 社協職員 12人 

 

（３）その他の災害救援活動 

① 被災者生活支援事業の実施 

     火災等による被災者に対して，社協・共同募金・日赤から見舞金や災害救援物資を贈った。 

項 目 区分 説 明 

災 害 見 舞 金 

社 協 ・全焼  ７件×20,000円＝ 140,000円【合計 140,000円】 

共 募 
・全焼  ７件×15,000円＝ 105,000円【合計 105,000円】 

・死亡  １件×18,000円＝  18,000円【合計  18,000円】 

災害死亡弔慰金 日 赤 ・死亡  １件×20,000円＝  20,000円【合計  20,000円】 

災 害 見 舞 金 

災 害 救 援 物 資 
日 赤 

・被災された５世帯に救援物資を配布した。 

（救援物資内容） 

毛布,タオルケット,ブルー 

シート,緊急セット 
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② 被災地への職員派遣 

    令和７年８月７日の豪雨災害により開設された霧島市及び姶良市の災害ボランティアセンター 

に対し，災害時相互応援協定等に基づき，県社会福祉協議会と連絡調整しながら，本会からの職 

員派遣を実施した。 

 

ア 霧島市 

項 目 説 明 

派 遣 期 間 令和７年８月 18日（月）～９月 29日（月）34日間 

派 遣 先 霧島市災害ボランティアセンター（霧島市社会福祉協議会） 

派 遣 人 数 延べ 48人 

 

イ 姶良市 

項 目 説 明 

派 遣 期 間 
令和７年 10月 10日（金），17日（金） 

24日（金），31日（金） ４日間 

派 遣 先 姶良市災害ボランティアセンター（姶良市社会福祉協議会） 

派 遣 人 数 ４人 

 

 

４ 高齢者の介護予防・地域活性化 

（１）鹿屋市高齢者元気度アップ・ポイント事業等の実施 

65歳以上の高齢者の健康づくりやボランティア活動に対してポイントを付与し，地域貢献 

と社会参加による介護予防の推進に努めた。また，全ての年齢層の方が行う介護保険施設等で 

のボランティア活動や在宅高齢者の支援活動に対して，ポイントを付与することで地域における 

高齢者支援の担い手の育成に努めた。 

 

① 高齢者元気度アップ・ポイント事業等登録者数 

登録者数 3,982人（内 新規登録者 329人） 

 

② ポイント転換交付金交付人数及び交付金額   

項 目 説 明 

ポイント転換交付人数  1,118人（対前年度比：224人の減） 

ポイント転換交付金額 3,983,000円（対前年度比：745,000円の減） 

 

③ 高齢者元気度アップ・ポイント事業等フォローアップ研修会の開催 

項 目 説 明 

日  時 令和７年７月 17日（木）10:00～12:00  

場  所 リナシティかのや３階ホール 

参 加 者 137人 
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項 目 説 明 

内  容 

・Payどん登録について（鹿児島銀行） 

・事業説明（鹿屋市役所 高齢福祉課） 

・簡単な体操（講師：大隅鹿屋病院 理学療法士 新豊幸紀 氏） 

 

④ 高齢者元気度アップ・ポイント事業等の普及啓発 

      高齢者元気度アップ・ポイント事業の普及・啓発を図るため，高齢者サロン等の会合へ参 

加し，同事業の概要説明やチラシの配布を行った。 

 

（２）高齢者地域支え合いグループポイント事業の実施 

65歳以上の高齢者が含まれる団体の互助活動について，ポイント付与による活動の活性化を 

   図ることにより，地域全体で高齢者を支える活動の推進を図った。 

 

① 高齢者地域支え合いグループポイント事業の周知及び登録 

      ア 広報活動 

高齢者地域支え合いグループポイント事業の広報・啓発を図るため，高齢者サロン等の 

       会合へ参加し，同事業の概要説明やチラシの配布を行った。 
 

イ 活動グループの登録 

        登録数 322グループ（内 新規登録団体 11グループ） 
 
 

ウ 地区別登録状況（活動種別） ※休会 19グループを含む 

校 区 
高齢者支援 地域活性化 

合計 
サロン 運動サロン 見守り 施設 地域 子育て 子ども食堂 

串 良 中 10 5 0 0 0 0 0 15 

上小原中 3 0 1 0 0 0 0 4 

細山田中 5 1 0 0 1 0 0 7 

鹿屋東中 21 19 3 1 2 1 3 50 

第一鹿屋中 16 26 3 1 0 0 1 47 

花 岡 中 9 15 2 0 4 1 1 32 

吾 平 中 27 13 2 2 2 2 0 48 

田 崎 中 4 7 3 1 2 0 1 18 

大姶良中 13 12 2 0 2 0 0 29 

輝 北 中 14 7 0 1 1 1 0 24 

鹿 屋 中 17 16 5 0 2 1 0 41 

高 隈 中 4 1 0 1 1 0 0 7 

合 計 143 122 21 7 17 6 6 322 
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② 転換交付金交付グループ及び交付額 

区 分 令和７年度 対前年度比 

【前期】 

４月～９月 

グループ数 289グループ 3グループ減 

転換交付金 4,873,000円 156,000円の増 

【後期】 

10月～３月 

グループ数 294グループ 1グループの増 

転換交付金 4,778,000円 268,000円の増 

合 計 
グループ数 302グループ 4グループの減 

転換交付金 9,651,000円 424,000円の増 

 

③ フォローアップ研修会 

項 目 説 明 

日  時 令和７年 11月 10日(月) 10:00～11:30 

場 所 リナシティかのや３階ホール 

参 加 者 グループ代表者 約 150人 

 

内 容 

 

・事業説明 当会地域福祉課職員 

・健康運動体操 鹿屋市健康増進課 瀬戸山 淳子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高齢者サロン等加入促進事業の実施 

６５歳以上の方が初めてサロン等に加入し，加入から３ヶ月を超えて在籍し，かつ概ね１年以

内に３回以上活動を行った場合，その方が属するグループに対して助成金の交付を行うことによ

り，高齢者サロン等の新規加入による社会参加を促進し，地域福祉活動の活性化を図った。 

① グループへの新規加入促進支援 

       高齢者サロン等加入促進事業の広報・啓発を図るため高齢者サロン等の会合へ参加し，      

同事業の概要説明やチラシの配布を行った。 

 

② 新規加入者等の活動状況の把握 

    グループ活動の実績を確認し，新規加入者の活動状況等について実態把握を行った。 

 

③ 助成金の交付グループ及び助成額 

 

 

 

 

 

 

項 目 説 明 

助成対象グループ数 137グループ 

新規加入構成員の数 392人 

助 成 金 総 額 1,316,000円 
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５ 障がい者の社会参加と自立支援  

 障がい者の社会参加を支援する事業を実施し，障がい者の社会・経済・文化，その他あらゆる分野の 

活動への参加の促進を図った。 
 
（１）各種奉仕員養成講習会の開催 

①  手話奉仕員養成講習会の開催（入門課程） 

項 目 説 明 

期 間 
令和７年９月２日(火)～令和８年３月３日(火) 

毎週火曜日 19：00～21：00 

回  数 25回（50時間） 

場  所 リナシティかのや２階 和室 

受 講 者 数 25人 

修 了 者 数 入門課程 22人（総登録者 267人） 

   

  ② 点訳奉仕員養成講習会の開催  

項 目 説 明 

期  間 
令和７年６月 11日(水)～令和７年 11月 5日(水)  

毎週水曜日 13：00～15：00 

回  数 20回（40時間） 

場  所 リナシティかのや２階 ふれあいルーム 

受 講 者 数 ２人 

修 了 者 数 ２人（総登録者数 108人）  

  

③ 音訳奉仕員養成講習会の開催  

項 目 説 明 

期  間 
令和７年６月３日(火)～令和７年 10月 21日(火) 

毎月第１・３火曜日 13：30～15：30 

回  数 10回（20時間） 

場  所 リナシティかのや２階 ボランティア室 

受 講 者 数 ８人 

修 了 者 数 ３人（総登録者数 96人） 

  

    ④ 要約筆記奉仕員養成講習会の開催  

項 目 説 明 

期  間 
令和７年６月 10日(火)～令和７年 12月 2日(火) 

毎月第２・４火曜日 10：30～13：30  

回  数 11回（33時間） 

場  所 リナシティかのや２階 ボランティア室 
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項 目 説 明 

受 講 者 数 ２人 

修 了 者 数 １人（総登録者数 50人）  

 

⑤ 声の広報等発行事業 

    視覚による情報入手が困難な障がい者を支援するため，点訳・音訳の方法により，市の広報 

等や障がい者の方々が地域生活を送るうえで必要度の高い情報などを定期的に提供した。 

広 報 種 別 提供方法 発行回数 利用人数 

広 報 か の や 音 訳 12回 10人 

社 協 だ よ り 
音 訳 ４回 10人 

点 訳 ４回 ３人 

その他(選挙関連書類) 点 訳 １回 － 

 

（２）意思疎通支援事業の実施 

   聴覚障がい者の方々が，円滑な意思疎通を図れるよう意思疎通支援者の派遣を行った。 

    

① 意思疎通支援者の派遣 

 ア 手話通訳者の派遣 

項 目 説 明 

回数，派遣人数，活動時間 58件，45人，107時間 10分 

主な派遣用務 市主催講演会，病院受診等 

    

イ 要約筆記者の派遣 

項 目 説 明 

回数，派遣人数，活動時間 14件，22人，23時間 35分 

主な派遣用務 市主催講演会，病院受診等 

 

（３）福祉機器リサイクル事業 

   不要になった福祉機器について，必要とする方に無料で斡旋した。 

区  分 提供台数 譲渡希望台数（うち提供済分） 

特 殊 寝 台 １台 １台（１台） 

車 イ ス ５台 ５台（５台） 

 

（４）福祉機器貸出事業の実施 

   ① 車イスの無償貸出（車イスの貸出：124件：134台） 
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６ 子育て支援事業の実施  

育児や家事の援助を必要とする人(利用会員)と育児等の援助を行いたい人(サポート会員)を募集・

登録し，相互間の利用調整を行うなどして，子育て世帯における育児の負担軽減を図った。 

 

（１）鹿屋市ファミリー・サポート・センター事業の実施 

① 会員登録者数  総会員数 762人（対前年度比：101名の増） 

区    分 会員数（内 新規登録者数） 

利 用 会 員 451人(173 人) 

サポート会員 262人( 15 人) 

両 方 会 員 49人( ７ 人) 

合   計 762人(195 人) 

 

② 会員募集講習会の開催と出席者数 

区分 開 催 日 利用会員 ｻﾎﾟｰﾄ会員 両方会員 合計 

定期 

令和７年 ６月 16日(月)  0人  4人 9人  13人 

令和７年 10月 22日(水)  0人  6人 4人  10人 

令和８年 ２月８日(日)  0人  4人 6人  10人 

随   時（173件） 173人  0人 0人 173人 

合     計 173人 14人 19人 206人 

   

③ 全体交流会の開催 

項 目 説 明 

日   時 令和７年７月 30日(水)  9：30～12：00 

場   所 リナシティかのや２階 情報研修室 

内   容 

・「大人も子どももセルフエステ体験」 

 講師：中村 弥生 氏，内山 未優 氏（エステ講師） 

・体験発表 ２例（利用会員とサポート会員が１名ずつ発表） 

・情報交換会 

参 加 者 数 会員 16人，子ども８人 

 

④ フォローアップ講習会の開催 

項 目 説 明 

日   時 令和７年 11月 28日(金) 9：30～12：00 

場   所 リナシティかのや２階 情報研修室 

内   容 

・乳幼児の緊急救命及び事故防止について（実技を含む） 

   講師：大隅肝属地区消防組合 中央消防署 職員 

・子どもの自己肯定感を高める声掛けについて（ワークシートを使用した演習）

講師：ファミリーサポートセンターアドバイザー 

参 加 者 数 10人 
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⑤ 活動回数 

    ・総活動回数 1,940回（対前年度比：1,246回の増） 

 

 

⑥ その他 

   ア 援助活動に関する事前打合せ件数 156件 

 

   イ 会報の発行 

     鹿屋市ファミリー・サポート・センターだより２回発行（会員，保育園等に配布） 

 

   ウ 広報啓発  

     ・鹿屋市の広報紙・・・３回  ・社協だより・・・３回  

     ※その他の取り組み 

    ・市内の生涯学習施設や子育てひろば，協力店舗などに講習会開催のポスターの掲示を 

    依頼した。 

 

（２）つどいの広場事業 

３歳までの乳幼児とその親が気軽に集い，打ち解けた雰囲気の中で利用者同士での語り合いや 

親睦交流を深めるとともに，常駐の保育士による育児に関する相談ができる場として，つどいの 

広場“りな”の開設を行った。 

 

① 子育てアドバイザーの配置 

     子育てアドバイザーとして，保育士の資格を有する職員を２名配置した。 

 

   ② 利用状況 

項 目 説 明 

開 設 日 数 242日 

活 動 内 容 内 訳 

保育施設等の保育開始時や保育終了後の子どもの預かり 7件 

保育施設等までの送迎 487件 

放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり  0件 

学校の放課後の子どもの預かり  0件 

冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際の子どもの預かり ８件 

買い物等外出の際の子どもの預かり 604件 

家事援助 268件 

習い事等の送迎 479件 

その他  87件 

 
面会交流時の送迎や預かり 82件 

その他 5件 

依 頼 件 数 1,940件 
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項 目 説 明 

利 用 者 数 
2,585人（内 講習会等参加者 462人含む） 

（対前年度比：140人の減） 

1 日平均の利用者数 8.8人（対前年度比：0.6人の減） 

 

③ イベント・講習会 

開催回数：24回 延参加者数 462人（対前年度比：13人の減） 

 

④ 相談件数  66件（対前年度比：17件の増） 

 【主な相談内容】 

   ・離乳食や食事について 

   ・発達について（人見知り，歩かないなど） 

   ・保育園，幼稚園,ファミサポについて 

   ・兄弟の接し方などについて 

 

 

７ 共同募金運動への協力  

 地域活動支援や災害支援などの原資として活用される共同募金活動の意義と重要性を広く周知し， 

地域住民の共同募金に対する理解の促進を図った。 

 

（１）広報啓発活動の実施 

   ① 赤い羽根，ポスター，パンフレット，チラシ等募金資材を使った広報 

   ② 社協だよりに掲載 

    【第 68号（令和７年５月 21日発行）】 

【第 70号（令和７年 10月 15日発行）】 

③ 懸垂幕の設置（市役所庁舎に設置） 

④ 横断幕の設置（リナシティかのや 3階北田交差点側に設置） 

⑤ 赤い羽根 PR動画の放映（イベント広場駐車場 大型モニター） 

⑥ 12月１日（月）の夜間，リナシティを赤色にライトアップ 

 

（２） 赤い羽根共同募金寄附型自動販売機（清涼飲料水）の設置 

    購入金額の一部が共同募金に寄附される寄附型飲料水自動販売機を設置して，いつでも募金 

   が可能な環境整備と共同募金への理解を深めることに努めた。 

      ・社協本所及び社協本所分室の２か所に設置 実績 69,483円 

 （３）店舗への募金箱の設置 

 ２か所（Aコープ大姶良店，Aコープ肝付あいら店） 

 

（４）募金活動の実施 

   ① 一般募金（赤い羽根共同募金） 

   ア 運動期間（10月１日から 12月 31日まで） 
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 イ 街頭募金の実施 

     ・実施日 令和７年 10月１日(水) 

     ・場 所 市内 16ヶ所のスーパー，ホームセンターなど 

     ・募金ボランティア数 194人 

     ・募金実績 257,456円 

 

    ウ 各種別及び募金総額 8,554,000円（前年度比：31,000円の減） 

     (内訳)  

募金種別 募金額 実施方法 

戸 別 募 金 5,947,256円 町内会の各世帯に募金協力依頼 

街 頭 募 金 257,456円 市内の官公署等の職員に募金協力依頼 

法 人 募 金 1,008,500円 市内の企業・病院等に募金協力依頼 

学 校 募 金 294,332円 
市内の小中高等学校等に通学する児童・生徒等に
募金協力依頼 

職 域 募 金 132,739円 市内の官公署等の職員に募金協力依頼 

イ ベ ン ト 募 金 142,461円 各種イベントでの募金活動 

個 人 募 金 413,941円 一般の個人に募金協力依頼 

そ の 他 の 募 金 357,315円 
企業や団体が催しなどで得た益金や公共施設等
に設置した募金箱，共同募金自動販売機の益金等 

合   計 8,554,000円  

 

② 歳末たすけあい募金 

     ア  運動期間（12月１日から 12月 31日まで） 

    

 イ  街頭募金の実施 

      ・実施日 令和７年 12月１日(月) 

      ・場 所 市内 16ヶ所のスーパー，ホームセンターなど 

      ・募金ボランティア数 199人 

      ・募金実績 247,386円  

        

    ウ 各種別及び募金総額 2,866,000円（前年度比：88,000円の減） 

 (内訳)  

募金種別 募金額 内容 

戸 別 募 金 2,179,238円 町内会の各世帯に募金協力依頼 

街 頭 募 金 247,386円 市内の官公署等の職員に募金協力依頼 

法 人 募 金 7,834円 市内の企業・病院等に募金協力依頼 

職 域 募 金 86,040円 市内の官公署等の職員に募金協力依頼 

個 人 募 金 175,627円 一般の個人に募金協力依頼 

そ の 他 の 募 金 169,875円 
企業や団体が催しなどで得た益金や公共施設等

に設置した募金箱，共同募金自動販売機の益金等 

合   計 2,866,000円  
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８ 共同募金・歳末たすけあい募金配分金事業の実施  

鹿児島県共同募金会からの一般募金及び歳末たすけあい募金の配分金を，様々な福祉活動を行う団

体等に配分した。 

  

（１）一般募金配分金【配分合計額】5,203,000円（対前年度比：846,000円の減） 

配  分  内  容 配 分 金 

町内会福祉推進助成金 1,214,000円 

福祉活動団体助成金 1,350,000円 

地域福祉協議会運営助成金 377,000円 

高齢者祝品等事業 30,000円 

公募助成事業(町内会，ボランティア団体等) 1,033,000円 

児童生徒への学習支援事業 202,740円 

チャリティグラウンドゴルフ大会 77,898円 

輝北福祉交流レクリエーション 12,870円 

ドライブサロンプラス事業（車両リース） 433,000円 

こども食堂への助成事業 38,000円 

民生委員活動啓発事業 200,000円 

串良ふれあいフェスタ 8,502円 

事業事務経費 225,990円 

 

（２）歳末たすけあい募金配分金【配分合計額】2,975,404円（対前年度比：754,490円の減） 

配  分  内  容 配 分 金 

90歳以上の高齢者世帯（歳末見舞品事業） 872,704円 

地域歳末たすけあい助成事業（公募事業） 981,765円 

児童福祉施設等への助成金 150,000円 

生活困窮者支援 270,000円 

支所ふれあいフェスタ開催事業 46,000円 

災害ボランティア関連経費 132,000円 

ドライブサロンプラス事業（車両リース，保険料） 350,404円 

事業事務経費 172,531円 
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９ 日本赤十字社会員増強運動への協力 

 日本赤十字社鹿児島県支部が実施する会員増強運動の鹿屋市地区における運動に取り組んだ。 

 

（１）広報活動の実施 

    ①  日本赤十字社会員増強運動月間である５月の広報啓発の強化 

     ・社協だより第 68号に掲載（令和７年５月 21日発行） 

     ・広報かのや(令和７年５月 21日号)を活用しての広報 

     ・ポスター，パンフレット，チラシ等募金資材を使った広報 

       ・懸垂幕の設置（市役所庁舎に設置） 

      ・横断幕の設置（リナシティかのや３階北田交差点側に設置） 

 

（２）会員募集の実施 

    ①  募集期間 令和７年４月１日から令和８年３月 31日 

（５月は会員増強運動月間と定めている。) 
 

    ② 会 員 数 12,916人（前年度比：872人の減） 
 

③  納入実績額 7,894,764円（前年度比：478,829円の減） 

    (内訳) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 会費額 

個人・法人等（日赤鹿屋市地区事務局（鹿屋市社協）収納分） 7,005,364円 

ダイレクトメール（日赤鹿児島県支部直接収納分） 889,400円 

合  計 7,894,764円 
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第３章 生活支援（生活支援課所管事業） 

 

１ 介護サービス事業の経営（介護保険事業，障害者福祉サービス事業）   

（１）居宅介護支援事業の実施（輝北居宅介護支援事業所）【実施地域：輝北地域】 

高齢者等が居宅において，必要な保健医療及び福祉サービスを多様な事業所から総合的かつ効   

率的に提供され，自立した質の高い日常生活が送れるように，介護相談及び介護計画書（ケアプ 

ラン）の作成等の支援を行った。 

 

① 事業所職員数    ４人（対前年度比±０人） 

② 利用者実人数     115人（対前年度比６人の減） 

区 分 実人数 

予 防 給 付 32人（対前年度比  ±0人） 

介 護 給 付    83人（対前年度比３人の増） 

合  計 115人（対前年度比３人の増） 

 

③ 介護度別ケアプラン作成件数  1,099件 (対前年度比 17件の減) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 住宅改修理由書作成件数   10件（対前年度比 ５件の増）  
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⑤ 「オレンジカフェ・きほく」の開催（輝北居宅介護支援事業所：輝北支所） 

     認知症の人とその家族，専門職及び地域住民などが集まり，互いに交流する場等として， 

毎月１回「オレンジカフェ・きほく」を実施した。 

ア 実施回数  12回   

イ 延べ参加者 339人 

ウ 主な内容  茶話会，簡単な体操，認知症に関する講話など 

 

 

   

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥ 鹿屋市「チームオレンジ」の登録 

鹿屋市「チームオレンジ」とは，地域において，認知症の人やその家族と認知症サポーターと 

をつなぐ支援の仕組みづくりのことであり，オレンジカフェ・きほくの活動を通じて，ボランテ 

ィア等で参加する地域住民等が，認知症に関する様々な研修の受講やオレンジカフェの運営ボラ 

ンティア活動などを行ってきたことが評価され，令和８年２月 19日に鹿屋市から「チームオレ 

ンジ」として認定された。鹿屋市内で３か所目の登録となった。 

 

 ア チームの概要 

チーム名 「チームきらきら」 

登録者数 17名 

平均年齢 70歳 

     

イ 研修開催 

開催日 研修内容 

令和７年 10月 15日（水） 認知症サポーター養成講座 

令和８年 １月 21日（水） ステップアップ講座 

 

⑦ 北部地区介護支援専門員連絡会 

  北部地区の居宅介護支援事業所（９事業所）が定期的に集まり，事業所間の連携や専門研修 

の開催，業務に関する意見交換などを行った。 

 開催日 時間 場所 参加人数 

1 令和７年４月 16日（水） 

10：00 

～ 

11：30 

 
輝北ふれあいセンター内 
エントランスホール 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

32名 

2 令和 7年５月 21日（水） 32名 

3 令和７年６月 18日（水） 27名 

4 令和７年７月 23日（水） 22名 

5 令和７年８月 20日（水） 34名 

6 令和７年９月 17日（水） 25名 

7 令和７年 10月 15日（水） 26名 

8 令和７年 11月 12日（水） 23名 

9 令和７年 12月 17日（水） 32名 

10 令和８年１月 21日（水） 33名 

11 令和８年２月 18日（水） 32名 

12 令和８年３月 18日（水） 21名 
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開催日 時間 場所 研修内容 

令和７年 ６月 17日（火） 
14：00 

～ 

15：30 

鹿屋市医師会館 身寄りのない方への支援について 

令和７年 10月 21日（火） 鹿屋市地域包括支援センター 重層的支援体制整備事業について 

令和８年 ２月 17日（火） 鹿屋市地域包括支援センター 
・身元保証支援について 

・次年度の計画について 

 

（２）訪問介護事業の実施【実施地域：輝北地域】 

サービス利用者が，その有する能力に応じ，自立した日常生活を営むことができるよう，訪問 

介護員が利用者の居宅において，入浴・排泄及び食事等の身体介護，調理・洗濯及び掃除等の家 

事援助並びに日常生活に関する相談及び助言，その他の生活全般にわたる援助及び支援を行っ 

た。 

① 訪問介護事業所職員数    12人（対前年度比 ２人の増） 

   ② 訪問介護利用者実人数     35人（対前年度比 ６人の増） 

  ③ 訪問介護利用回数     1,559回（対前年度比 40回の増） 

④ 介護度別利用者数及び利用回数 

区分 

年間 月平均 

実人数 
延べ 

人数 

利  用 

延べ回数 

利  用 

延べ人数 

利  用 

延べ回数 

介護予防・日常生活支援 

総合事業対象者 
3人 36人 199回 3.0人 16.6回 

①小 計 3人 36人 199回 3.0人 16.6回 

要 支 援 
1 2人 24人 104回 2.0人 8.7回 

2 6人 44人 240回 3.7人 20.0回 

②小 計 ８人 68人 344回 5.7人 28.7回 

要 介 護 

1 9人 69人 517回 5.8人 43.1回 

2 11人 60人 328回 5.0人 27.3回 

3 4人 31人 171回 2.6人 14.3回 

4 0人 0人 0回 0.0人 0.0回 

5 0人 0人 0回 0.0人 0.0回 

③小 計 24人 160人 1,016回 13.3人 84.7回 

合  計（①＋②+③） 35人 264人 1,559回 22.0人 130.0回 

 

⑤ サービス内容別利用回数 

区分 年間延べ利用回数 月平均延べ利用回数 

身 体 介 護 中 心   87回（対前年度比 △80） 7.3回 

身体介護・生活援助  493回（対前年度比 180増） 41.1回 

生 活 援 助 中 心 979回（対前年度比△60） 81.6回 

合   計 1,559回（対前年度比 40増） 130.0回 

 

 

 



- 55 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）訪問入浴介護事業の実施【実施地域：鹿屋市内全域】 

     サービス利用者の心身の特性を踏まえながら，その有する能力に応じ自立した日常生活を営む

ことができるよう，看護職員及び介護職員が訪問入浴車で居宅を訪問し入浴の介助を行った。 

   

 ①  訪問入浴介護事業所職員数     15 人（対前年度比  １人の減） 

   ②  訪問入浴車保有台数         ３台（対前年度比  増減なし） 

   ③  訪問入浴介護利用者実人数     46 人（対前年度比  ６人の減） 

   ④  年間訪問入浴介護利用回数   1,255 回（対前年度比  81回の減） 

   ⑤  介護度別利用者数及び利用回数 

 

区分 

年間 月平均 

実人数 
延べ 

人数 

利  用 

延べ回数 

利  用 

延べ人数 

利  用 

延べ回数 

要介護１ 0人 0人 0回 0.0人 0.0回 

要介護２ 3人 6人 17回 0.5人 1.4回 

要介護３ 2人 13人 75回 1.1人 6.3回 

要介護４ 15人 73人 350回 6.1人 29.2回 

要介護５ 26人 150人 813回 12.5人 67.8回 

合  計 46人 242人 1,255回 20.2人 104.6回 
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２ 障害者福祉サービス事業の実施  

サービス利用者が居宅において安心して日常生活を営むことができるよう，訪問介護員等が入浴・ 

排泄及び食事等の身体介護，調理，洗濯及び掃除等の家事援助，生活等に関する相談及び助言並びに 

外出時における同行援護及び移動支援などの生活全般にわたる支援を行った。 

 

（１）障害者居宅介護事業の実施【実施地域：鹿屋市内全域，東串良町】 

    ①  居宅介護事業所職員数  12人（対前年度比 ２人の増） 

   ②  居宅介護利用者実人数  38人（対前年度比 １人の増）〔内訳：身体 14人，知的 3人，精神 21人〕 

③  居宅介護利用回数  2,714回（対前年度比 198回の増） 

   ④  サービス内容別利用者数及び利用回数 

 

区 分 

年間 月平均 

実人数 
延べ 

人数 

利  用 

延べ回数 

利  用 

延べ人数 

利  用 

延べ回数 

身体介護中心 4人 46人 446回 3.8人 37.2回 

家事援助中心 30人 272人 2,268回 22.7人 189.0回 

通院等介助 0人 0人 0回 0.0人 0.0回 

合  計 34人 318人 2,714回 26.5人 226.2回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）同行援護事業の実施（視覚障がい者に対する外出支援等） 

区分 

年間 月平均 

実人数 
延べ 

人数 

利  用 

延べ回数 

利  用 

延べ人数 

利  用 

延べ回数 

実績 7人 65人 485回 5.4人 40.4回 

対前年度増減 △１ △９ △98 △0.8 △4.4 

 

（３）障害者移動支援事業の実施   

区 分 

年間 月平均 

実人数 
延べ 

人数 

利  用 

延べ回数 

利  用 

延べ人数 

利  用 

延べ回数 

実績 １人 ４人 ４回 0.3人 0.3回 

対前年度増減 △１ △１ △６ △0.1 △0.5 
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（４）障害者訪問入浴サービス事業の実施 

   ①  訪問入浴サービス従事者数    15人（対前年度比 １人の減） 

   ②  訪問入浴車保有台数        ３台（対前年度比 増減なし） 

区 分 

年間 月平均 

実人数 
延べ 

人数 

利  用 

延べ回数 

利  用 

延べ人数 

利  用 

延べ回数 

実績 ７人 71人 511回 5.9人 42.6回 

対前年度増減 +１ +４ △8 +0.3 △0.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）介護人材確保に関する取組み 

    慢性的な介護人材不足の解消を図るため，ハローワークの説明会や県社協福祉人材・研修センターが 

主催する就職面談会に参加し，求人活動を行った。 

開催日 内容 時間 場 所 

令和７年 ５月 13日（火） 求人ミニ説明会 9:30～10:00 ハローワークかのや 

令和７年 ６月 25日（水） 求人ミニ説明会 10:30～11:00 ハローワークかのや 

令和７年 ７月 28日（月） 求人ミニ説明会 9:30～10:00 ハローワークかのや 

令和７年 10月 25日（土） 就職・転職相談会 in 大隅 14:00～16:00 かのやグランドホテル 

 

 

３ 鹿屋市子育て世帯訪問支援事業の実施  

家事，子育て等に対して不安や負担を抱えている子育て家庭やヤングケアラー等がいる家庭の環境

や養育環境を改善し，虐待リスク等の高まりを未然防止することを目的に，令和７年９月から鹿屋市の

委託により市が必要と認める世帯に対して，訪問介護員が調理や掃除などの家事支援を行った。 

区分 実施内容 

①利用世帯数 ２世帯 

②利用回数 19回 

③利用内容 調理，洗濯，掃除，食器洗いなどの家事支援 

④１回当たりの活動時間 １回当たり１時間から２時間程度 
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４ 権利擁護推進センターの円滑な運営と高齢者等の権利擁護の推進  

十分な判断能力がない高齢者や障がい者等に対し，自身の権利擁護に資する「成年後見制度」や住

み慣れた地域で安心して自立した生活を送るための「福祉サービス利用支援事業」について，その周知

を行うとともに，制度利用に係る支援を行った。 
 

（１）中核機関としての権利擁護推進センターの運営 

   地域における権利擁護連携ネットワークの中核機関として，成年後見制度利用相談窓口の設置 

や制度説明を行うなど利用促進を図った。 

 

① 市民向け権利擁護講座の開催 

項 目 説 明 

日  時 令和７年 11月 20日（木）13：30～15：00  

場  所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室 

参 加 者 
・一般：19名    ・福祉関係者：20名 

・行政関係者：3名 ・民生委員：5名 

・その他：5名    【合計】52名 

内 容 
「身寄りがなくても安心して暮らすための互助のススメ」」 

講師：NPO法人やどかりプラス 理事長 芝田 淳氏 

 

② 市民後見人フォローアップ研修会の開催 

項 目 説 明 

日  時 令和７年 12月 17日（水） 14：00～16：00  

場  所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室 

参 加 者 平成 30 年度・令和元年度 市民後見人養成講座修了者 6 人 

内 容 

「意思決定支援について」 

講師：公益社団法人成年後見センターリーガルサポート

鹿児島支部 司法書士 宇都 明子氏  

 

③ 大隅地域における中核機関意見交換会への参加 

項 目 説 明 

日 時 
【第１回】令和７年７月17日（木）14：00～16：00 

【第２回】令和８年１月23日（金）15：00～17：15 

場 所 
【第１回】やぶさめの里総合公園福祉会館 会議室 

【第２回】財部保健福祉センター 会議室 

参 加 者 
【第１回】３人 

【第２回】４人 

 

④ 家事関係機関との連絡協議会への参加 

項 目 説 明 

日 時 令和７年 11月 19日（水）13：30～16：00 

場 所 鹿児島地方裁判所交通講習室（地下 1階） 

参 加 者 ２人 

内 容 市民後見人の育成等に関する取組状況について 他 
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⑤ 全国権利擁護支援ネットワークへの参加 

項 目 説 明 

日 時 
【九州・沖縄ブロック合同研修会】令和7年7月25日（金）13：00～16：30 

【九州・沖縄ブロック交流会】令和８年３月18日（水）16：00～17：30 

場 所 鹿屋市社会福祉会館（オンライン形式） 

参 加 者 各会２人ずつ 延べ４人 

 

⑥ 鹿屋市高齢者虐待等防止ネットワーク推進協議会への参加 

項 目 説 明 

日 時 令和７年７月18日（金）15：30～16：30 

場 所 鹿屋市役所３階 全員協議会室 

参 加 者 ２人 

 

⑦ 鹿屋市権利擁護実務者会議への参加 

項 目 説 明 

日 時 

【第１回】令和７年４月22日（火）13：30～14：30 

【第２回】令和７年８月19日（火）13：30～14：30 

【第３回】令和７年12月９日（火）13：30～14：30 

場 所 
【第１回・第２回】鹿屋市役所 401会議室  

【第３回】鹿屋市役所 別館会議室 

参 加 者 各会２人ずつ 延べ６人 

 

⑧ 持続可能な権利擁護支援モデル事業実施自治体等連絡会への参加      

項 目 説 明 

日 時 

【第２回】令和７年 10月 31日（金） 10：00～11：30 

【第３回】令和７年 12月 19日（金） 10：00～11：30 

【第４回】令和８年 ２月 13日（金） 10：00～11：30 

場 所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室及び小会議室 1（オンライン形式） 

参 加 者 各連絡会２人ずつ 延べ６人 

 

⑨ 成年後見制度利用体制整備研修（基礎研修・応用研修）への参加    

項 目 説 明 

日 時 

【基礎研修】（１日目）令和７年 10月 ８日（水） 9：20～15：00 

      （２日目）令和７年 10月 27日（月）14：00～16：50 

（３日目）令和７年 10月 31日（金） 9：25～15：55 

【応用研修】（１日目）令和７年 11月 28日（金） 9：20～16：55 

      （２日目）令和７年 12月 １日（月） 9：25～16：45 

      （３日目）令和７年 12月 ９日（火） 9：30～16：30 

場 所 鹿屋市社会福祉会館 小会議室１（オンライン形式） 

参 加 者 各研修１人ずつ 延べ６人 
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⑩ K－ネット全国セミナーへの参加   

項 目 説 明 

日 時 令和８年３月 12日（木）12：55～16：30 

場 所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室（オンライン形式） 

参 加 者 ３人 

 

⑪ 鹿児島県市町村申立研修への参加   

項 目 説 明 

日 時 令和８年２月 26日（木）13：30～15：30 

場 所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室（オンライン形式） 

参 加 者 ３人 

 

⑫ 鹿児島県意思決定支援研修への参加   

項 目 説 明 

日 時 令和８年２月 27日（金）13：00～16：00 

場 所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室（オンライン形式） 

参 加 者 ２人 

 

⑬ 公益社団法人成年後見センターリーガルサポート鹿児島支部主催講演会及びシンポジウム 

  への参加 

項 目 説 明 

日 時 
【講演会】令和７年 11月１日（土）13：00～15：30 

【シンポジウム】令和８年２月 26日（金）13：00～17：00 

場 所 
【講演会】センテラス天文館６階ホール 

【シンポジウム】鹿屋市社会福祉会館 大会議室（オンライン形式） 

参 加 者 
【講演会】４人 

【シンポジウム】２人 

 

⑭ NPO法人やどかりプラス主催シンポジウムへの参加 

項 目 説 明 

日 時 令和８年２月 26日（木）13：00～16：30 

場 所 鹿屋市社会福祉会館 大会議室（オンライン形式） 

参 加 者 ５人 

 

（２）福祉サービス利用支援事業の実施 

自分ひとりでは判断が困難な方に対して，「福祉サービスの利用援助」「日常的金銭管理」「書 

類等の預かり」などのサービスを提供し，住み慣れた地域で安心した生活が送れるよう支援を行 

った。 
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   ① 年間実績 

項 目 説 明 

前年度末利用人数 59人 

新規契約人数 14人 

解約・終了人数 12人 

利用人数 61人 (令和８年３月 31日現在) 

年間支援延べ人数 73人 

年間支援延べ回数 835回 

相談援助件数 559件 

 

② 福祉サービス利用支援員新任研修会 

項 目 説 明 

日  時 令和７年９月 30日(火) 13：10～15：30 

場  所 鹿屋市社会福祉協議会 輝北支所（オンライン） 

参 加 者 ２人 

 

③ 第１回福祉サービス利用支援事業専門員会議 

項 目 説 明 

日  時 令和７年 10月 22日(水) 13：30～16：10 

場  所 鹿屋市社会福祉会館 （オンライン） 

参 加 者 １人 

    

④ 福祉サービス利用支援事業利用支援員研修会 

項 目 説 明 

日  時 令和７年 12月 17日(水) 13：10～15：30 

場  所 鹿屋市社会福祉会館及び鹿屋市社会福祉協議会吾平支所（オンライン） 

参 加 者 ３人 

 

⑤ 第２回福祉サービス利用支援事業専門員会議及び専門員セミナー 

項 目 説 明 

日  時 令和８年３月６日(金) 13：30～16：00 

場  所 鹿児島県社会福祉センター ７階大会議室 

参 加 者 ２人 

 

（３）成年後見業務の実施 

家庭裁判所からの選任を受け，判断能力が不十分な認知症高齢者や精神障がい者等の法律面 

や生活面の支援を行う法人後見業務を行った。 

   ①  年間実績 

項 目 説 明 

前年度末受任人数 ８人 

新 規 受 任 人 数 １人（保佐１人） 
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項 目 説 明 

後 見 終 了 人 数 ２人（後見１人，保佐１人） 

令和７年度末受任人数   ７人（後見５人，保佐２人） 

延 受 任 人 数 27人（平成 26年度～令和７年度） 

年 間 支 援 件 数 202件（財産管理，身上保護，死後事務等） 

相   談   件   数 39件（制度説明，後見事務等） 

 

 

 ５ 肝属地区障がい者基幹相談支援センター事業の実施  

障がい者等，障がい児の保護者又は障がい者等の介護を行う者などからの相談に応じ，必要な情報 

提供等の便宜の供与や権利擁護のために必要な援助を行うとともに，地域の相談支援事業者の人材 

育成の支援や関係機関との連携強化を図りながら，地域の相談支援体制の強化に取り組むことによ 

り，障がい者等が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるように努めた。 

（１）障害者相談支援事業の実施 

    ① 総合的・専門的な相談支援 

    ア 地区別相談実績 

     

 

 

 

 

イ 年度別相談実績 

区分 分類 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

件数 前年比 件数 前年比 件数 前年比 

相談実人数 

【障害別】 

身体障害 66 △18 46 △20 83 37 

重症心身障害 3 △4 3 0 11 8 

知的障害 70 △39 55 △15 76 21 

精神障害 187 △44 136 △51 212 76 

発達障害 11 △31 5 △6 27 22 

高次脳機能障害 1 △1 0 △1 0 0 

その他 160 67 211 51 160 △51 

合 計 498 △70 456 △42 569 113 

相談延件数 

【方法別】 

訪  問 593 △522 445 △148 544 99 

来  所 289 19 293 4 339 46 

同  行 267 △149 200 △67 249 49 

電  話 1,505 138 1,585 80 1,365 △220 

メール 156 41 68 △88 72 4 

個別支援会議 115 4 141 26 145 4 

関係機関 1,642 156 1,871 229 1,758 △113 

その他 25 △5 8 △17 9 1 

合 計 4,592 △ 318 4,611 19 4,481 △130 

区分 鹿 屋 垂 水 肝 付 東串良 錦 江 南大隅  計 

相談支援実人数 463 22 55 14 9 6 569 

相談支援延人数 3,716 155 462 91 37 20 4,481 
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区分 分類 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

件数 前年比 件数 前年比 件数 前年比 

相談延件数 

【内容別】 

福祉サービス利用等 1,548 △578 1,634 86 1,579 △55 

障害者症状の理解 101 76 355 254 340 △15 

健康・医療 637 △113 582 △55 517 △65 

不安の解消・情緒安定 929 309 957 28 718 △239 

保育・教育 77 △83 45 △32 95 50 

家族関係・人間関係 88 △192 122 34 156 34 

家計・経済 563 △174 544 △19 499 △45 

生活技術 831 △328 930 99 971 41 

就労 106 11 81 △25 56 △25 

社会参加・余暇支援 37 △6 30 △7 52 22 

権利擁護 32 △5 48 16 77 29 

その他 834 227 55 △779 37 △18 

合 計 5,783 △856 5,383 △400 5,097 △286 

※令和６年度から「相談延件数【内容別】」の「その他」は，相談支援事業者等への助言に変更 

 

② 権利擁護・虐待の防止の取組 

ア 相談件数 

・成年後見制度利用支援事業の利用に関する支援・相談件数  51件 

      ・虐待防止に関する相談支援・相談対応件数         ７件 

      ・差別解消に関する相談支援・相談対応件数            19件 

イ 虐待通報件数 １件（心理的虐待） 

 

ウ 権利擁護（虐待防止）研修会の実施 

・日時，場所：令和７年10月29日（水） 9：30～11：50 社会福祉会館 大会議室 

    ・内   容：テーマ「長期化するひきこもりと不登校支援について 現場の取り組み」 

    ・講      師：一般社団法人 パーソナルサービスPS支援機構 大倉 一真 氏 

・参 加 者：福祉サービス事業所（95人） 

 

エ 関係会議等への参加 

・鹿屋市権利擁護実務者会議（３回） 

 

（２）相談支援事業の実施 

① 地域の相談支援体制強化の取組 

    ア 地域の相談支援事業者に対する支援，人材育成の取組 

      ・相談支援事業への指導，助言件数 23件 

・相談支援事業所訪問 管内23事業所  

・機能強化型（継続）サービス利用支援費加算等に関する事業構築検討会の開催 

  実施回数１回（６事業所） 
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    イ 令和７年度個別支援会議等実施状況 

 

 

ウ 鹿児島県相談支援専門員協会（ＫＧＳＮ）との共催 

      ◇肝属地区・そお地区合同人材育成研修 

        ・日時，場所：令和８年１月23日（金）  

・内   容：「精神医学へのいざない 児童・思春期編」 

・講   師：平和台病院 副院長 齊之平 一隆 氏 

・参  加  者：100人 肝属地区（福祉サービス事業所），そお地区（KGSN会員） 

 

エ 地域の相談機関等との連携強化の取組 

◇関係機関等会議出席（14回） 

 ・大隅障害者地域連絡協議会（大隅地域振興局）  

 ・おおすみ障害者就業・生活支援センター連絡会 他 

 

オ 学校や企業等との情報交換，相談・助言等 

◇就学支援会議等委員 

・鹿屋市教育支援委員会（４回） 

・肝付町就学相談会  （３回） 

◇関係事業所研修講師等 

  ・ 相談支援従事者現任研修ファシリテーター（５日間） 

 ・ 県立鹿屋特別支援学校研修 

 

カ 「つなぐシステム」の導入（試行期間：令和7年7月1日～令和8年3月31日） 

      目 的：相談支援事業所が見つからない新規利用者の負担軽減を図るため、基幹センター 

から管内相談支援事業所に対し利用者の基本情報を一斉メールし、対応可能な事 

業所がエントリーするシステム。（※各種条件あり） 

       実 績：受付38件、契約件数31件（82％）、契約に至らなかった件数7件 

       その他：管内相談支援事業所の協力に基づくシステムであり、令和8年度から本稼働 

 

② 地域移行・地域定着の促進の取組 

ア 当事者会（心のはね会）の開催 

内容 回数 延べ参加者 

当事者による共感，居場所つくり情報共有 12回 36人 

 

イ 生きづらさを抱える人の家族のつどい（県保健所主催）参画 

日時 令和７年10月10日（金）14:00～16:00 場所 大隅地域振興局 

 

ウ 関係機関会議出席 計７回 

 

内容 鹿屋市 垂水市 肝付町 東串良町 錦江町 南大隅町 合計 

個別支援会議(回) 70 5 10 0 2 0 87 

サービス利用会議(回) 45 2 4 1 0 0 52 
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③ 住宅入居等支援事業（居住サポート事業） 

賃貸契約による住宅への入居を希望しているが，保証人がいない等の理由により入居が困難 

な障がい者に対し入居に必要な調整等に係る支援を行う。 

・年間相談支援件数 136件 

・入居等支援事業実施状況 

内 容 鹿 屋 垂 水 肝 付 東串良 錦 江 南大隅 計 

実利用者（人） 9 1 1 0 0 0 11 

 入居支援（件） 5 0 1 0 0 0 6 

 施設・精神科から 0 0 0 0 0 0 0 

自宅から 5 0 1 0 0 0 6 

24時間支援登録者 0 0 0 0 0 0 0 

 

（３）重層的支援体制整備事業を通じた包括的支援体制構築への参画の取組 

 ① 重層的支援体制整備事業調整会議（２回） 

  ② 重層的支援会議（10回） 

 

（４）地域生活支援拠点等の機能充実に向けた取組 

① 相談機能 

ア ワンストップの相談窓口の実施 

イ 携帯電話による24時間の緊急相談体制実施 

ウ 令和７年度時間帯別相談支援件数     

区分 早 朝 午 前 午 後 夜 間 深 夜 合 計 

件数 2 1,859 2,599 18 3 4,481 

※早朝（４～８時），午前（８～12時），午後（12～18時），夜間（18～22時），深夜（22～４時） 

 

② 地域生活支援拠点等事業の運用に向けた取組 

   ア 肝属地区障害者自立支援協議会 地域生活支援拠点部会による取組 

    ・５月28日 第１回全体会 

「肝属地区障がい者地域生活支援拠点等事業ガイドライン」の策定 

     ・７月16･18日 事業所説明会（参加：42事業所） 

     ・８月１日 肝属圏域地域生活支援拠点等事業実施要綱施行（２市４町） 

事業所事前登録受付開始 

緊急相談・受入対象者の事前登録受付開始 

     ・10月１日  地域生活支援拠点等事業運用開始 

     ・２月18日  第１回地域生活支援拠点部会 

     ・３月19日  事業説明のための事業所訪問（１事業所） 

 

    イ  地域生活支援拠点等事業の登録状況 

      10事業所（相談支援事業所：５，短期入所等：２，就労継続支援Ｂ型：３）  
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（５）医療的ケア児の支援体制の整備  

項 目 区 分 実 績 

・医療的ケア児コーディネーターの配置(５人) 支援数 16件 

・肝属地区障害者自立支援協議会医療的ケア児部会 開催数 ２回 

・医療的ケア児等コーディネーター連絡会議 開催数 ２回 

・肝付町教育支援委員会医療的ケア部会 開催数 ２回 

・錦江町医療的ケア運営協議会 開催数 ２回 

研修受講（基幹センター相談員） 

  ・医療的ケア児等コーディネーター研修受講者（２名） 

  ・医療的ケア児等コーディネータースキルアップ研修（５名） 

 

（６）肝属地区障害者自立支援協議会に関する業務 

自立支援協議会事務局として，運営委員会及び全体会で指定された地域課題等について 

関係機関による専門部会を設置するなど，解決・改善策等を協議・検討した。 

【組 織】 

  全体会，専門部会（医療的ケア児部会，地域生活支援拠点部会） 

  事務局会議，運営委員会 

  各連絡会（相談支援事業所，就労支援事業所，児童等事業所，生活支援事業所， 

       医療的ケア児コーディネーター等） 

 

（７）肝属地区障がい者基幹相談支援センター運営協議会の開催    

日時 場所 協内容 参加人数 

令和７年11月21日(金) 
社会福祉会館 

大 会 議 室 

センターの運営状況及び体制 

について 
16人 

 

（８）啓発活動等 

  ・肝属地区障がい者基幹相談支援センターだよりの発行 年４回（約550部×４回） 

   配布先：関係機関，福祉サービス事業所，小中学校，幼稚園，保育所等  

 

 

６ 生活福祉資金貸付事業の実施  

（１）県生活福祉資金貸付事業の実施 

低所得世帯，障がい者世帯，高齢者世帯，失業者世帯等の経済的自立や生活の安定を図る 

ため，生活福祉資金の貸付を行った。 

 

① 本則貸付分（令和７年度貸付分実績） 

・相談件数：154件（電話：90件，来所：58件，訪問：６件） 

・貸付件数：７件 （前年度比３件増） 

・貸付金額：1,105,000円（前年度比 805,000円の増） 
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資 金 種 類 件 数 金 額 

福祉費（その他一時的経費） ２件 165,000円 

緊急小口資金 ４件 400,000円 

教育支援資金（教育支援費） １件 540,000円 

合    計 ７件 1,105,000円 

 

（２）地域くらし・ささえあい事業の実施 

新型コロナウィルス特例貸付借受人に対するアウトリーチにより，生活課題を把握し，生活 

再建に係る課題解決に向け，関係機関と連携しながら寄り添った支援を行った。 

 

  ①  アウトリーチ活動の取組状況 

    新型コロナウイルス特例貸付の返済が滞っている世帯や，一定の要件を満たし，償還が免      

除された世帯などを中心に電話や訪問などによるアウトリーチ活動を行った。 

    ・アウトリーチ活動を行った借受世帯：537世帯（延件数：851件） 

アウトリーチ活動延べ件数内訳 件数 

①月内に終結せず次月に継続 348件 

②アウトリーチにより一時的な問題が解決したことによる終結 101件 

③他機関へ適切な繋ぎを行ったことによる終結 47件 

④連絡が取れない，途絶えたことによる終結 122件 

⑤介入の希望，必要がないことによる終結 233件 

合  計 851件 

 

（３）鹿屋市社会福祉協議会生活福祉資金小口貸付事業の実施 

① 令和７年度の貸付実績 １件 30,000円 
 

②  償還状況（令和８年３月 31日現在） 

   ・未完済借受人：10人  

・償還があった借受人：３人 

・償還件数：20件（前年度比１件の増） 

・償還金額：87,212円（前年度比 18,788円の減） 

区 分 元 金 貸付利子 合 計 

前 期 末 貸 付 残 額 342,000円 17,037円 359,037円 

当 年 度 貸 付 額   30,000円    0円     30,000円 

当 年 度 免 除 額 0円 0円 0円 

当 年 度 償 還 額  78,000円 9,212円 87,212円 

当年度末未償還額 294,000円 7,825円 301,825円 
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７ 社会福祉施設等の管理運営等  

地域福祉活動の拠点施設として，適切かつ効率的な管理・運営に努めた。 

（１）鹿屋市社会福祉会館の管理運営  

①  利用件数   323件（対前年度比  22件の減）  

   

②  利用者数 3,301人（対前年度比 189人の増） 
 

③  区分別利用件数及び利用者数 

区分 利用件数 利用者数 区分 利用件数 利用者数 

社 協 関 係 230件 2,336人 行 政 関 係 4件 99人 

福 祉 団 体 33件 419人 そ の 他 1件 2人 

福祉協力団体 55件 445人 合    計 323件 3,301人 
 

④ 施設の維持管理       

修繕内容 金額 

事務所入口ドア修繕工事及び壁面修繕工事 55,000円 

障がい者用トイレ便座取替工事及び自動水栓修繕工事 160,900円 

ヘルパー室北側ブラインド取替工事 74,800円 

屋上雨漏り修繕工事 770,000円 

合 計 1,060,700円 

 


